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一
抄 録

結 核 寡 門 雑 誌

Zeitschrift・firTuberkuloseBd.71,Ht.6.,1934.

第=回 凋逸 保 健指 導 會議 、於BadSaiZfulen13-

15.IX.1931.

濁逸 國結 核 委 員及Westfalen地 方 結 核 委 員會 。

2.DeutscheTagungfUrGesundheitsfUhrungvom

13-15.IX.1934inBadSalzfulen.

MitgliedversammlungdesReichs.Tuberkulose・Auss・

chussesunddesBezirks・Tuberkulose-Ausschusses

Westfalen.

内 務大 臣Giftt博 士 ノ代 理b£!テ 局長M6bius博 士 力●

開會 ノ路 ヲ違 ブ。

今 日迄3日 間 二 亙 リ 濁逸 ノ 自治 團 饅學 校 及 結 核 相 談

所 二職 ヲ奉 セル 聲 師 ガ 國家!醤 官 ト共 二 聯 合 大 會 ヲ

開 キ廣 範 ナ ル 提 携 ヲナサ レ タ ノノ・大 二慶賀 ス ペ キ 黙

デ ア ル。本 會 ノ科 學 的寄 奥 ノ・吾 人 二成 果 ヲ齎 シ タ ノ ミ

ナ ラ ズ現在 及 將 來 ノ 國 民 ニ モ 大 二 貢 献 セ ルモ ノ ト確

信 ス ル。 然 シ本 會 ノ組 織 的 問題 ノ・更 二債 値 アル 豪 展

ヲ希 望 ス ル モ ノデ ア ル。保 健施 設及 保 健 管理 二從 事 セ

ル者 ハ 國民 保 健 施 設 委 員 ノ 有 機 化 二 努 メ 國家 二必 要

ナ,レ目標 二 向 ヒ 纏 合 的 軍 一 ナ ル 仕 事 ヲ 可能 ナ ラ シメ

ネ バナ ラ ヌ。 内 務 大 臣 ノ・著 々 ト共 計劃 ヲ 樹 テ ・ 居 ル

ノデ ア ル カ ラ吾 々 トジテノ・責任 ヲ感 ジ 叉 大 二 自畳 セ

ネバ ナ ラ ヌ。 吾 人 ・・各 方 面 ノ施 設 ト臨 力 シテAdolf

Hitlerノ 翼 尾 二附 シテ大 イ ニ 濁 逸 維 新 二 貢 獣 シナ ク

テノ・ナ ラヌ。

0.Walter(AmtfhrVolkSgesundheitderNSDAP)ノ ・

蜀 逸馨 師 會長 ノ名 二於 テ次 ノ挨 拶 ノ欝 ヲ述 ブ。

健 康相 談 所 二於 テ観 察 及 監覗 ヲ シ タ 人 敷 ノ・1932年 ニ

ノ・約99萬 人 二及 ンデ居 ル
。共 内開 放 結 核 者 ノ・25萬 乃

至30萬b云 ハv又 相 談 所 二於 テ ハ 年 卒 均 新 來 者 ノ・約

15萬 ア リ内37㎜ ハ 開放 結 核 者 デ ア ソ テ 今 日猫 逸 全

國 デ結 核 ノ欝 二驚 レル者 ハ 年 々約6萬 ア ル。 此 数 字

ノ・組 織 ガ 出來 タ 以 前 二比 セ バ 約 牛 数 デ ア ツ テ 實 二結

核撲滅運動 ノ賜物 ト云ハネバナラヌ。現在猫逸 ニハ結

核病肱ハ46㎜ アJV)'昨 年ノ・療養所 ヲ閉餓スペク絵

議ナ〃サ レタノがアリ病肱割當数が甚 シ〃減 ジタノ

ハ頗 ル遺憾 トスルトロコデアμ.此 原因 ノ・實二経濟

的及人的困難二起因シテ居ル。由來相談所二於テ結核

ヲ量見スル事ハ 掲逸 が尖堵 ヲナシテ居ル.結 核ノ蜜

生、蟹展二關スル科學的研究ニヨリ此以上 ヲ望 ソデモ

共本質的愛更・・到底期待デキナイト云フ結論ヲ得テ

居ルノデアル。早期二套見シ治療スルノ法ハ既二知 ラ

レタ。唯吾人ノ・此悪疾不幸ヲ直二勢除 シテ以テ掲逸

民族ノ卓越ヲ永遠二保 ツコトヲ希フノミデアル。結咳

患者ハ盟質 ノ劣悪ヲ遺傳スル ト云フ事實ハ未 ダ知 ラ
,

レテナイ。然 シ重症1結 核敢師カラノ・全級 ノ見童ガ感

染スル事實ハ既二示サレテ居ル。 吾人二感染 ンタ者

ノ中カラ劣悪ナ饅質者ヲ出ス事 ヨリシテ 生物逡傳的

ノ債値 ヲ豫期 シナケL1メ ナラヌ。サ レバ次 ノ欲求力●生

ジテ來ル。1)貧 弱ナル結核撲滅策 ヲ改善スJVコF、

殊二今迄 ノ支離滅裂ナ規模 ヲ統一 シテ有敷適切ナル

施設 トスJVコ トデアル。2)感 染蔓延ノ豫防策 ヲ講ズ

)vコ ト。3)大 規模ナル個人保護法 トシテ結核偵察法

ヲ實施 ス'レコ ト。 以上 ノ不備 力ラシテ吾人ハ毎日歎

百人 ヲ感染セシメ'レノヲ挟手傍観ノ止ムナキ立場二

在ル。経費支排者ノ管理権問題ハ結核治療上ノ大ナル

障碍 トシテ解決 シナケレネバナラヌ。 杜會保健ハ強

制デナイタメニ随意デアルザ之二加入セルト否 トき

拘 ラズ次 ノ事 ヲ強制ス'レ必要ガアル。a)成 人b小 見

ノHeilStatte治 療 ヲ施行スJレコト(抄者日、Heilsdime

bノ・菌陰性者ヲ壊容 シ療養期間ハ6ケH)。b)結 核

感染 ノ危瞼ア,レ者特 二小見ノ豫防法。c)Heilstlitte

ヨ リ退院シタル者 ノ組織的ノ後始末、特二重症患者 ノ

必要ナ'レ隔離二封ス,レ後始末法ノ實施 ノ必要。以上 ヲ

行フタメニハ経費ハ確二培加スルガ健康問題 ハ経濟
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問題 以 上 デ ア,レ。 「ナ チス」ノ 立場 カ ラス レ バ 猫逸 ホ

ド窯 ト國 家 トガー 致 セル 國 ハ ナ イ。猫逸 人 ノ優 種 ヲ維

持 ス ル ノノ、柳 力結 核 撲 滅 ヲ 商 鴫 ス ル コ トデ ア ツ テ黛

ヲ支 持 シ蓮 肋 ス ル 晋 人 ハ 須 ク此 間超 ヲ 第 一 二行 ハ ネ

バ ナ ラ ヌ。(東 京ll∫療 一芋尾 抄)

1.猫 逸 結 根 委 員 會 事 務 會 。13.IX.1934.Bad

Salzfulen.

1.GeschttftssitztingdesReichs・Tuberkutose。Auss.

chusses.amDownerstag,dem13.IX.1934.15Uhr

imTheatersaaldesKurhausesimBadSnlzfulen.

加 入 會 員420名 、幹事,Denker,Griessmeyer,Braeu・

ning,G6rling,Klare,Schtiffer出 席。

M6bius博 士 ・・GUtt氏 ノ代 理 トジテ線 會 ヲ開 ク、 時

二午 後3時25分 。

議 事 日程 第 一、 業 務 報告 特 二會 計 報 告 。

現 金 出納 簿 等 ハ蜀 逸 會 計 検 査 院 ノ検 査 ヲ受 ク、新 二選

任 サ レタ地 方圭 任 ニ ヨ リ 地 方 分 立 トサ レ地 方 ・・現協

二届 ス ル トセ ラルM6bius氏 ハ地 方 圭 任 ノ協 力 ヲ謝

ス。Sachsen地 方 圭 任Mtiller・ ・病 鉄、 中部 弼 逸 地 方

圭 任Bhifndモ 病 氣 ノ タメ 次 席Herrmann(Hallea.

s.)ガ 朗 誼 報 告 ヲス ル。

議 事 日程 第 二 、 年 出資 金 ノ決 定、

明 年 ヨ リノ・個 人會 費 ノ・年 額7R.M.團 膿會 員 ノ・元 通 リ

ノ30R.M.bス 。

議 事 日程 第 三、 規 程 墾 更。

事 務 楯 當 者 報 告、 内務 大 臣 ハ 聯 盟 資 金 ノ使 途 二就 テ

第 入 條 ノ追 加 ヲ要 求 シ タ.次 ノ如 シ。

第 入 條 第 三項 二次 ノ追 加 ヲナ ス 即 チ、

「内務 大 臣 ガ資 金 ノ使途 二關 シ指 令 シ得 」

総 會 ノ・之 二賛 ス。

議 事 日程 第 四、 雑 、

次 年 ノ科 學 的結 核 會議 ・・蜀 逸 結 核 協 會 ガ 催 シ猫 逸 結

核 署 師 聯 盟 二加 盟 ス,レ コ トヲ 事 務 塘 當 者 が報 告 ス ル。

會 規 ニ ヨル 総 會 ・・保 健 管 理 盟 系 大會 ノ 範 園 トシ國民

保 健 施 設 委 員會 ・・21佃 ヨ リ2211Vマ デ 纒 績 ス7レ コ ト

ヲ決 定 シタ 旨報 告 ス,レ。

II.公 會(6ffentlicheSitzung)

蜀逸 結核 委 員 會 中部 蜀 逸 地 方Zロ ジ土部 二 於 ケ7t/重

症 結 核 患 者 ノ安 住 所 、

RudolfHerrmann(Halle):DieAsylierung(,,Bewa-

hrung``)Schwertuberkul6serimpreussischenTeile

desBezirkesMitteldeutschlanddesReichs・Tuberku・

録 【第14港

lose.Au88chu58e5.

結 核 相 髄 所 ノ理 想 トス ル トコ ロ バ 新 二 椛 患 ス ル ヲ 豫

防 ス ル1二 皿 貼 ヲ置 イ テ居'レ.開 放 結 核 舌 ノ泊療 二於

テ ハ今1』 ハ 逓 ベ ナ イ が 開放 傅 染 性 ト ミラ レノレ患 者 ヲ

デ キ ル グ ケ速 二細 績 シテ 閉 房 セ シメ ル 目的 ヲ以 テ 訓

練 サ レナ イ無 思 慮 ナ叉{」三階 ノ 不 適 カ ラ 近 隣 二 危 隙 ヲ

及 ボ ス者 ト認 メ ラ レ'レ開放 結 核 患 者 ヲ 隔 離 ヴタ イ。

不 治 ノ 握 ・・最 早Heilst5ttenkurヲ 施 ス 事 ガ デ キ ナ イt,

k性 侮 染痢 ハ郡 競 ノ橘 限 デ 隔 離 ヲ噺 行 ヴテ 居 ル1900

年 ノLippe・Detmole法 デ ハ之 二附 加 シテ,・FOranste-

ckendeTuberku16sek6nnendieseMassnahmengerni-

ldertwerden●6(傳 染 性 結 核 患 者 二W,・;・'テ・・是 響 ノ規

範 ヲ緩 和 シ得)ト ア,レ。1924.{li二 出 タ結 核 法 ニ モ安 位

所 法 ノ・書 イ テ ナ イ。各 地 方 ノ結 核 法 叉 バ ー般 侮 染 病 法

ノ内容 モ 同榛 デ ア ツテ 結 核 申 告 二 關 スル 内 容 ノ・隔 離

二就 テ ・・,,Kann"ト カ,,Soll"ニ ナ ツテ 居・'レ。 何v

モ危 瞼 ナ ル 結 核 患 者 ヲ 自漿 的 叉 ハ 強 制 的 ニー 定 期 間

Krankenanstalt二 移 ス ペ ン ト明瞭 二1ソテ ナ4。 結 核 瞥

師 ハ隔 離 ノ 必 要 ヲ 痛 感 シテ モ 法 律 的 強制 カ ザ ナ ィ ノ

ノ・遺 憾 ト シテ 居 ル ノデ 從 來 多 数 ノ 人 ガ之 ヲ ロ ニ ヴテ

居 ル。Blifmei,Braeuning,Gerharts,Kreusse,Sifpfle

等 ハ強 制 隔 離 ノ 必 要 ヲ叫 ソ ダ 先 躯 者 デ ア ル。 此 鉄 陥

ノ根 原 ノ・i欠ノ三 鮎 二錦 ス ル。

1)空 間 ノ問題 。 病 肱 倣 が重 症 患 者 数 二封 シ テ不 足 デ

ア ル。急 性 傳 染病 舎 ト同襟 ナ結 核病 舎 ノ建 設 ヲ最 初 二

圭 張 シタ ノ・・Bltimelデ 實 二1926年 デ ア ツ タ。2)

経 濟 問 題 。 出資 ハ保 瞼 金 二櫨 ル、重 症 結 核 病 舎 ヲ安 佳

所 トシテ利 用 セ バ ヨイ。3)傳 染 源 ヲ隔 離 シ殊 二小 見

ヲ別 居 セ シム ペ キ デ ア ル。之 ガ タ メ ニ ノ・豫 防 ノ数 果 ノ・

治 療 ノ数 果 ヨ リ 遙 二 大 ナ ル コ トヲ 國 民 全般 二知 ラ シ

メ ネ デ ナ ラ ヌ 又 個 人 ノ 利 盆 ヨ リモ 全 般 ノ利 盆 ヲ説 カ

ネ ・《ナ ラ ヌ。Thtiringenデ ・・小屋 二 少 数 ノ病 脈 ヲ入

レテ 巳 二實 行 二移 シタ。Heilsd5tteVogelsangノ ・婦

人 患 者 ヲHeilsttitteWipPra・ ・ノ1・見 ヲHeilst5tte

Sttlzhayn・ ・男 ヲ牧 容 シテ安 佳 所 ト シ各 病 院 ・・要 安 住

所 患 者 ヲ30人 乃 至50人 牧容 ス ル コ トニ ナ ツ テ居 ル 。

是 等 ノ病 院 ・・Heilanstaltト シテ知 ラ レテ居Jレ カ・故 二

Sterbehausへ 牧容 サ ヒ,レト云 フ 誤 解 が ナ4 。Vogel-

sangノ ・・巧 ク行 ソ テ居 ル。 ソ レノ・要 安 住 所 患 者(不

治 患 者)ト 他 ノ開放 性 患 者 トヲ 嚴 密 二 匠 別 シ ナ イ カ

ラ ダ。Heilstatteデ ・・大 人 ノ・1日3.5R.M .小 人 ・・

2・5R・M・ ヲ要 ス ル カ●安 柱 所 デ ノ・Kurヲ シナ4カ ラ
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安 債 ニヤ レ,レ。 経 替1圭 者 ハ 自治 團 デ ア ル が 他 ノ 園

盟 カラモー 部 ヲ員搬 ス ル。Sachsen・Anhalt結 核 協 會

ノ・Bltimelノ 指 導 下 ニ ア,レカ●Asylierung二 補 助 ス,レ

類 ハ1日0.5R.M.Sachen・Anhalt地 方保 隙院 ・・被 保

瞼 者 ノ妻 ニノ・0.7R.M.ヲHalle/KmpPschaft(徒

弟 組 合?)・ ・被 保 瞼 者 ニ ハ1.OR.M.家 族 二 ・・0.8R・M・

ヲ與 ヘ テ居'レ。Sachsen・Anhalt結 核 協 會 デ ノ・地 方保

瞼 院 ト蓮 絡 シテBlOmelノ 藍 力 デ所 謂Tuberkulose・
　

Pfennigヲ 實施 シ テ居,レ。 之 ・・縣 ノ 自治 鯉 デ ・・住 民

一人 二付1Pfennigヲ 疾 病 金庫 カ ラ・・10Pfennigヲ

徴 牧 スJVノ デ ア,レ。 現 時 之 二加 入 シテ 居 」レ・・18ノ 郡

市 町村 ト53ノ 疾病 金 庫 及 地 方 保 瞼 院 デ アル。 斯 ノ如

キ・・大 規模 ナAsylierungノ 可 能 性 ヲ示 シ國 民 全般 二

i野シテー ノ根 抵 ヲナ ス モ ノデ ァ'レ。Asylierungヲ 實

際 行 フニ ハ次 ノ手 績 ヲ トツテ居 ル。

結 核 聲 師 カラ 申告 がア ソ タ場 合 二・・市 町 村 がAsylie-

rungヲ 申請 シ地 方長 官 が決 定 植 ヲ有 シテ 許諾 ス,レ コ

トニナ ツテ居,レ。 即 地 方 長 官 ノ・患者 ノX線 像 病 歴 、住

居 ノ状 況 ノ詳 報 ヲ 受 ケ 申込 が 受理 サ レル ト同時 二保

瞼 金 ノ補 助 ヲ 確 定 ス'レ。 許 諾 サ レ):/b患 者 ハ 市 町 村

ヨ リHeilstatteへ 入 院 ノ許 可 ヲ受 ケ 同 時 二市 町 村 ・・

Sachsen・Anhalt結 核協 會 へ 補 助 ヲ請 求 シ 保 瞼 院 カラ

支 佛 ノ・レル。 此 法 ノ・國民 一 般 が 支 持 ス ル コ トニ ナ リ

道 徳 的 ニモ人 道 上 カ ラモ 大 切 ナ事 デ 今 迄 十 分 ノ 療 養

ヲデ キ ナ カ ツタ 患 者 ・・相 當 長 期 間 療 養 シ 得 ル ヤ ウ ニ

ナ ル ノが圭 要 ナ ル鮎 トナ ツテ 居,レ。(東 京 市療 寺 尾抄)

討 論 及追 加

Lindig(ReiboldsgrUn):

今 朝Braeuning氏 ガ後始 末 ノ意 味 ヲ同 情 ヲ以 テ論v"

ラ レタ ノノ・欣 快 二堪 ヘ ナ イ。困 難 ナル 安 住 所 問題 ヲ解

決 ス ル ニハ長 イ間 圏 ソ テ來 タ ノデ ア ツ タ。ソ レ ハ適 當

ナ7レ後始 末 法 力●ナ ヵッ タ タ メ デ ァ ル ガ今 ヤ其Nachf・

tirsorgeカ ラ・・登 展 シテAsylierungガ 出來 タ。 各 療

養 所長 ハ多 ク ノ患 者 が 荷 安 静 ヲ 要 ス;レニ 拘 ・・ラズ規

則 ヲ嚴 守 シテ退 院 セ シメ テ 居 ル タメ 外観 的 ニ ハ 立派

ナ肉禮 ノ所 有 者 デ菌 ヲ喀 出 シテ居 ル 患 者 が 病 院 カラ

出 テ居 ル。爾 退 院 サ セ ラ レタ患 者 ノ・一 ハ恐 怖 感 情 カ ラ

ー ノ・傳 染 ノ危 瞼 ア リ ト云 フ 理 由 デ 元 ノ 雇 圭 カラ解 雇

サ レテ居 ル ノ ガ 多 イ ヵ ラ 盆 々是 等 患 者 ノ 救 濟 策 ヲ講

ズ ル必 要 力●生 ズ ル ノデ ア ル。開放 患者 ヲナ ル ベ ク速 二

職 ヲ去 ラセ テ安 佳 所 ヲ得 シメ ル コ トノ・傳 染1機 會 ヲ

盆 々少 クス,レモ ノデ ア ル。 後 始 末(Nachftirsorge)・ ・

録 棚

Nicolノ 云 フSiedlungニ オ 〃 カHeilsttittetニ オ ク

力叉 ・・Arbeitsheils蹴te二 移 行 セorメ'レ カ・・問題 ダ。

自分 ノ考 デ ハ 開放 結 核 者 ・・Nachflirsorgeカ ラ次 第

二Asylierung二 向 ケ'ナケ レ・{ナラ ヌ1・,Mフ 。 之 ヲナ

込 ニ ハ患 者 二 知 ラサ ナ イ デ 次第 二 仕 向 ケル ガ ロ イ。

Heilbehandlung,ArbeitStherapie,Nachftirsorge,A8y・

lierungハ 統 一 セ シメ患 者 ヲー 方 カ ラ他 方 二移 行 セ シ

メ ル ヤ ウニス'レ1・ ヨイ。 カ クス ル コ トハAsylierung

ノ、患 者 二劃.シ テハ 精 帥 的 ニ モ 頗 ル良 イ ト思 フ モ ノデ

ア ル。(東 京 市 療 寺 尾 抄)

講 演

結 核 相 談 所 ノ報 告 二就 テ

Schr6der(Oberhausen):ZurBerjchterstattungder

Tuberkuloseflirsorgestellen.

本 報 告 ノ・数 年 前 ヨ リ 中央 委 員會 ヨ リ要 求 サ レテ居 ル。

普 魯 亜地 方 デ1929年 來 健 康 相 談 所 ノ年 報 二 乙部bシ

テ統 一 シタ用 紙 が印 刷 サ レテ 居 ル ガ 是 等 ノ 印 刷 物 ハ

昨 年 カ ラ改 正 サ レ83頁 及88頁 トシテ85頁 ノ 註解 ト

共 二全 員 二提 出 サ レテ ア ル。(抄 者 ノ・共 内 容 ノ 大 髄 ヲ

摘 録 セ バ次 ノ如 クデ アル)。

A.一 般 。FUrsorgestelleノ 所 、R6ntgenapParatノ

有 無料 金 等 、

B.FUrsorgestelleノ 事業 成績 。 相談 所 ノ新 來 、來 所

者 ノ種 類、 取 扱 者 ノ榑 飾 等 、

C.相 談 所 内 ノ馨 師 ノ仕 事 。 身饅 検 査 、X線 透 覗 、

罵 眞撮 影 検 疾 、Tuberklin検 査 、 赤沈 反 慮、 血 像 。

D.患 者 委 託 ノ鍛 。 開 業 磐 、病 院、 療 養 所、 休 養 所

地 方 休養 相 談 所(6rtl.Erholungsffirsorge)、 安 住 所

へ委 託 シタ藪 、

E.住 居 相 談 。 患 家 訪 問 ノ模様 、

F.結 核統 計。 世 話 ス ベ キ 患 者 数 、 監 硯 ス ベ キ 患 者

数 、 観 察 ス ベ キ患 者 数、 健 康 者 籔 。

G.死 亡例 。 肺 結 核 及 其 他 ノ結 核 ニ テ 死 亡 シタ ル患

者 藪 、 相 談 所 が 死 前 二 患 者 ヲ 知 リ居 リタ ル者 ノ死

亡 ノ場 所 及 其 所 ノ衛 生状 態 等 、

演 者 ・・以 上 ノB中 縛 蹄 問題 。F中 ノ各 項 目及G二 就

テ意 見 ヲ述 べ 最 後 二C二 就 テ ノ・署 師 ノ・十 分 二 之 ヲ励

行 ス ペ キ コ トヲ詳 述 シ テ居Jレ。(東 京 市療 寺 尾抄)

報 告 書 二 於 ケ ル 病症 命名

Koester(Brilon.Wald):DieKrankheitsbezeichnung

inderBerichterstattung.

結 核 症 ハ多種 多型 ナ ル タ メ ー 統 計 ヲ トル ニ 頗 ル 困難
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ヲ件 フ モ ノデ ア ル。之 ヲ簡 翠 明瞭 二集 計 ス ル タ メ 昌次

ノ如 ク嘔 分 ス,レ ヲ便 利 トス。

1.FUrsorgef瓢11e(常 二面 倒 ヲ見,レ患 者)

1)結 核 薗 陽性 ノ傳 染 性 呼 吸 器 結 核 患 者

2)結 核 菌 陰 性 ノ傳 染 性 呼 吸 器 結 核 患 者

3)非 傳染 性 活 動 性 呼吸 器 患者

4)他 器 宜 ノ活 動 性締 核

内、a)骨 。b)腺 。c)皮 膚 叉 ・・狼瘡

II.Uberwachungsftille(要 監 覗 患 者)

1)呼 吸 器 ノ臨 肱 的結 核 治 癒 患 者

2)他 器官 ノ臨 肱 的 結 核 泊癒 患 者

3)傳 染 源 二接 燭 セ ル者 又 ハ接 鯛 中 ノ者

4)診 断 未 定 ノ者

III.Beobachtungsf511e(観 察 ス ベ キ者)

呼吸 器 ノ非 結 核 性疾 患(塵 肺 、 喘 息、 癌 等)

IV.健 康者

以 上 ノ各 項 二就 キ 診噺 學 的又 ハ 病 理 學 的 或 ハ 紅 會 豫

防聲 學 的 ノ訊 明 ヲ行 ヒ此 四項 二外 來 者 ヲ 匠分 シテ 報

告 セメ 結 核 患 者 ノ實 数 ヲ 知 リ叉 傳 染 慶 病 ノ 豫 防 ヲナ

ス上 便 盆 多 大 ナ リ ト論 ズ。

討 論 及追 加

Paetsch(Bielefeld)

新 二制 定 サ レタ書 式 ニ ヨlv相 談 所年 報 ハ1月 ト12月

二登 逡 ス ルヤ ウ ニ願 ヒタ イ。3月 ダ ト相 談 所 ハ不 必 要

ナ仕 事 ヲ シナ ケ レバ ナ ラ ヌ。又 小相 談 所 デ ノ・此 書 式 ノ

年 報 ヲ作 成 ス ル ノニ 困難 ヵ●ア ル。

Simon(Neuhaldensleben):

年 報 ノ新 雛 形 ニ ヨツ テ 報 告 ス ル コ トハ 田 舎 ノ 相 談 所

デノ・甚 シ〃困難 ガア ル。何 トナ レバ必 要 ナ設 備 ガ充 分

デ ナ イ カ ラ ダ。Neuhaldenslebenニ ノ・X線 装 置 ガ ナ イ

叉 人 事 モ充 分 デ ナ イ。叉 豫 算 モ少 イ カ ラ必 要 ナ統 計 ヲ

取 リ得 ナ イ。

Herrmann(Hal1):

結 核 死 亡 ノ正確 ナ ル数 ヲ 調査 ス レバ 人 ロ トノ比 ヲ 知

リ得IVタ メ ニ大 切 デ アJV。

Engelsmann(Kiehl)

相 談 所 ノ患 者其 容 疑 者、観 察 者等 ノ調 書 ヲ整 理 シテ オ

ケ メ此 書 式 ニ ヨル 年 報 ・・難 事 デ ハ ナ イ。 又診 察 ノ根

本 ヲ 喀 疾 槍査 ニ オク 事 が 大 切 デX線 診断 ヲナ サ ナ ク

テ モ検 疾 ヲス ペ キ デ ア ル。

Schr6der(閉 會 之 欝)

Paetschノ 云 フ困難 ハ認 メ ラvナ イ。結 核 報 告 問題 二

録 【第14燈

就 テ ハ数 年 來 著 シク愛 化 ガ ナ クbSimonノ 云 フ田含

ノ相 髄 所 二於 ケ ル諸 種 ノ困難 ハ 止 ム ヲ得 ナ イ ガ 能 フ

限 リ ノ豫 算 ヲ地 方 二配 布 ヴタ イ ト思 フ云 々。

燭 逸 紹 核 層 師 聯 合 會(、於BadSalmufien).1934・

IX.13-14.

Bmeuning(HohenkrugbeiStettin)カ ●前 年 ノ概 況 ヲ遽

ベ テ國 民 保 陰 二就 テ 多 ク ノ 事 業 が ナサ レ 殊 二 國家 肚

會 細 利 施 設(N.S.Vウ トノ充 分 ナlv相 互 協 力;b"ナttv■
　

染 性紹 核 患 者 ヲ恢 復 所(Erhorungsheim)叉 ハ私 立宿 泊

所(Privatquartier)ヘ ノ・送 ラ ナ イ ヤ ウ;・/夏=共 他 ノ

團 燈 ト協 力 ン テ 多 数 ノ 鯉 康 者 ヲ 透 親 ス ル コ ト ヲ得 タ

ノノ・滞 足 ス ペ キ ダ カ'相 談 所 ニ ノ・ナス ペ キ 多 ク ノ仕 事

が ア ル。 退 院 患 者 ノ後 始 末 ハ不 充 分 デ ア ル。結 核 法 令

ハ未 ダ號 布 サ レナ イ が形 式 二 於 テ 後 ノ 数 力 ガ ア ル ナ

ラ バ結核 瞥 師 トシ テ 滞 足 ス ペ キ 腹 案 ガ アル事 ヲ 遠 ペ

テi欠ノ講 演 がサ レタ。

職 業 病 ト シテ ノ看 護 人 ノ結 核。F.Kreuser(Stuttgart):

DieTuberkulosedesPflegepersonalSalsBerufskra-

nkheit.

結 核 ヲ職 業 病 トス ル 科學 的 根 櫨 ノ・其 看 護 人 ガ 職 業 二

從 事 シ出 ス トTuberkulin陰 性 者 力●陽re・y叉 共 擢 病 李

モ 多 イ。 統 計 二見 テ モ 此 種 ノ罹 病 者 バー 般 病 ヲ 取 扱

フ者 二比 シテ 其 高 率 ヲ示 シテ居 ル。30歳 以 下 ノ罹 患

者 が多 ク是 等 看 護 人 ノ結 核 死 亡 李 モー般 ノ 同 年 齢 者

二比 ジテ 高率 デ アル。肺結 核 ガ職 業 病 トシテ認 メ ラ1!

ル ニ ・・次 ノ諸 貼 ノ決 定 ヲ要 スIv。1)感 染 機 會 ノ有 無 。

2)此 機 會 ノ・30VI・1928.以 後 デ ア ツ タ カ。3)感 染

機 會 ノア ツ タ ト云 フ事 ト豪 病 トノ 間 ニ ハ 時 間 的 關 連

が アル カ。4)感 染 機 會 ハ 日常 生 活 二常 ニ ア ッ タ カ。

此4)が 最重 要 デ規 則 的 二傳 染 性 患 者 二接 ス ル カ叉 ハ

菌 二傳 染 シタ物 品 ヲ 常 二扱 フ 地 位 二依 テ 時 間 的 關 係

ガ決 定 デ キ ル場 合 ニ ノ ミ職 業 的危 瞼 ヲ認 メ ラ レ ル。然

シ從 業 ノ結 果 罹 患 シタ ト云 フ モ 殆 ド凡 テ ノ 者 ハ 蓋 然

性 ヲ云 ツ テ居 ル ニ過 ギ ナ イ。職 務 感 染 ノ實 例 ハ全 ク少

イ ノデ ア ル。 掲 逸 デ ノ・結 核 事 業 從事 者 ノ 初 期 結 核(早

期 浸 潤 ノ意)ノ・確 二稀 デ ア ル。 重 感 染 ニ ヨ リ活 動 性 結

核 二 ・・ナ リ得,レ が之 ニ ハ 叉 他 ノ非 特 異 性 要素 モ 加 ハ

ル事 ヲ 考 ヘ ネ バ ナ ラ ヌ。 之 ヲ 鑑 定 ス ル ニ ノ・X線 像 が

大 切 デ ア ル ガ 家 族 歴 及 既 往 症接 謁 關 係 ヲ 充 分 二 調 査

ス ル ノ要 が ア ル。罹 患 者 ノ髄 質 モ亦 列 定 上 二關 係 ガ ア

'レ唯 一 ノX線Filmデ 病 氣 ノ全 過 程 ヲ作 上 ゲ,レ コ トハ

ナス ベ キデ ナ イ。 從業 員 ・・定 期 的 二X線 透 硯 ヲ 受 ケ
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叉 充分 二教 育 サ,レベ キデ アNト 共 二 充 分 ナ ル 休 暇 ヲ

奥 フペ キデ ア ル。 食 住 ノ 充 分 ナ ル 給 奥 ヲナス ペ キハ

勿論 デ アル。罹 患 シタ者 ノ從 業 制 限 ハ充 分 昌行 六ル ペ

キ ダ が健康 者 ガ 其 同僚 ヲ押 除 ケ,レ コ トハ 注 意 ス ペ キ

デ ア ル'。

討 論 。

Harmsen(Berlin)ノ ・彼 力●検 査 シタ4,㎜ 人 ノ看 護 尼 二

就 テ報 告 シタ。 看 護 尼 宿舎 二 司 り罹 病 者数 ハ 卒 等 デ

ハ ナ イ。 其 原 因 ハ探 用 時 ノ 選 揮 方 ザ 不 充 分 デ ア ツ タ

タメ デ ア ル。 嚴重 二選 ソダ 群 カラ 結 核 患 者 ノ出 ル1

ハ少 イ。感 染 危 険 ヲ出來,レ ダ ケ除 キ榮 養 二注 意 シ時 々

憩 重測 定 ヲヤ リ胆 育 二 注 意 シ 叉 看 護 時 二 ・・更 衣 ヲ行

フ方 法 ヲ講 ジタ結 果 今 ヤ 大 二注 目ス ベ キ 成 績 ヲ 上 ゲ

ル ニ至 ツタ。

H.Braeuning(Stettin):彼 ノ療 養 所 デ ・・多 ク ノ結 核

性 看護 人 ガ 居]v)'2人 ノ 結 核 性 看 護 嬬 ハ1人 ノ健 康

看 護 嬬 二匹 敵 ス ル。

Heinハ250人 ノ内3年 間 二25人 ノ 罹 病 者 ヲ 診 タ ザ

此 内喀 瑛 菌 陽性 者 ハ1回 デ ア ツ タ。2週 間 デ饅 重 ヲ決

定 シ、 赤 洗 ハ6週 間 ニー度 、X綜 透 親 叉 ハ鳥 眞 ハ3ケ

月 ニー一度 行 フ。 饅 質 的 要 約 ハ 罹 患 二 關 係 ア ル カバ決

定 デ キナ カツ タ。

Kreuserノ ・其結 論 二 於 テ 滲 出性 肋 膜 炎 ト結 節 性 紅斑

トノ・早 期 浸潤 ト同償 値 ガ ア ル 叉 結 核 看 護 人 ノ豫 防 上

ノ 目的 デX綜 診 察料 金 ハ同 業組 合 が之 ヲ支 辮 ス ル。

嬬 人 勢 働 卜結 棲

A.Hofbauer.MatZeck(ErfUrt):Frauenarbeitund

Tuberkulose.

潰 者 ハ結 核 二就 テ特 殊 ノ 調 査 ヲ シテ 之 レヲ 報告 シタ

モ ノデ アル ガ近 時 嬬 人 ノ産 業 夢働 ガ 次 第 二 増 加 シテ

來 タ ガ同時 二結 核 歌態 モ次 第 二悪 化 シテ來 タ。都 市 二

於 テ ハ勢 働 年 齢 ノ 女 性 ノ結 核 患 者数 ノ・屡 《男 子 ヲ 凌

イデ居 ル 田舎 及 國 家 トシテ モ農 業 ト云 フ 意 味 カ ラ 女

性 ノ罹 病 数 ノ・男性 ノ ソ レ ヨ リモ高 イ。此 原 因 ノ・女 性 ハ

ニ 重 ノ員 措 が ア リ殊 二結 婚 ニ ョ ツ テ 過 重 トナ ツ テ居

ル角 デ ア ル。之 ヲ除 〃 ニハ 女 性 ノ勢働 衛 生 ヲ ヨ ク徹 底

セ シメ ル コ トガ急 務 デ ア ツテ 或 種 ノ塵 挨職 業 二 於 テ

ハ此 目的 ノタ メ ニ大 二 努 力 シタ 結 果 既 二 今 日デ ノ・女

性 ヲ除 キ得 ル マデ ニナ ツテ居,レ。

Frl.Mtiller・ ・討 論 二關聯 シテ煙 草 工場 ノ例 ヲ塁 ゲ タ。

卸 煙 草工 場 デ モ働 イテ 居Jレ女 ハ 卒 均 以 上 ノ 結 核 死 亡

率 ヲ示 シ原 因 トシテ ハ 早 年 二 職 業 二就 キ 汚染 空氣 ヲ

録 鋤

呼 吸 シ テ 上 蝋 道 ノ慢 性 「カタ'レ」ヲ 起 ス コ ト及 同僚 中

二結 核 患 者 が 居 ル タ メ ー 高 度 感 染 ノ 可 能 性 ガ アル タ

メ デ ア ル ト。

結 穫 ノ血 漕 胎 断 ノ新 法

E.Meinicke(Hagen・Ambrock):EineneueMethode

zurSerodiagnostikderderTuberkulose.

Meinickeノ 新 法(M.K.R.II.)二Ut心 分離 法b微 量反

感 及 堆 積 反 慮(Kuppenreaktion)ノ 三 力●アル。 貰 用 上

ニハ 堆積 測 定 が最 簡 翠 デ正確 ナ爲 二之 ヲ推 契 ス ル。然

シ コ ノ法 ハ成 人 肺結 核 ノ 早期 ノ者 二 於 テハ 弱 イ カ全

ク陰性 デ ア リ硬愛 性 結 核 二於 テ モ 同檬 デ ア ル。試 験 動

物 ノ血 清 二就 テ モ大 饅 人 間 ノ場 合 ト同標 二 行 バ レル。

演 者 ハ本 法 ヲ先 ヅ行 ソ タ 上 デ 他 ノ個 々 ノ 検 査 ヲス レ

バ ヨ イ ト云 フ。

胸 部臓 器 ノ動 態像 。

v.d.Weth(BeelitZ):DasR6ntgenbewegungsbild

derBrustorgane.

演 者 ハ心 臓 機 能,呼 吸運 動 ヲ診 察 ス ル 方 法 卜orテStu・

mpfノ 考案 セ ル動 態 鳥 眞 ノ 大 切 ナ ル ヲ力 説 シタ。 郎

肺 萎 縮 状 態 肋膜 癒 著 ノ 状 ハ 之 ニ ヨ リ列 定 セ ラ レ 心 臓

蓮 動 ノ・複 雑 ナJレモ 動 態罵 眞 卜Elektrokardiogramノ

併 用 ニ ヨ リ之 ヲ可能 ノ状 トナ シ得 ル コ トヲ解 設 シタ。

呼 吸運 動 二就 テ ハ 肺 上 葉 ノ・吸 氣 ノ際 二 肋 骨 ノ學 上 ニ

ヨ リ吸 氣 ヲ行 ヒ肺 下 葉 ハ 桟 隔 膜 ガ 降 下 ス,レ コ トニ ヨ

リ吸 氣 ヲ行 フ コ トが知 ラ レタ。コ ノ際 横 隔膜 ニ ョ リ空

氣 ノ入 ッ タ部 分 力●丁 度 肋 骨 ノ タ メ ニ 抑 制 サ レタ 部 分

二封 シテ肺 葉 間隙 内 デ滑 動 シ得,レ ト同揉 二 動 キ 得,レ

コ トが大 切 デ ア'レ。肺 ハ 自 ラ据 ガ ル モ ノデ アル が肺 葉

間 隙 ガ呼吸 機構 二 封 ス ル 意 味 ハ之 ニ ヨツ テ 明 ニサ レ

タ モ ノデ ア ル。中肺 野 ハ 呼 吸 卜同時 的 二規 則 的 二動 〃

モ ノ ダガ正 常 ノ状 デ ノ・僅 カデ ア ル。雨肺 ノ牛 分 ノ聾 力

ノ・外 見的 ニ ハ呼 吸 時 ニ ハ卒 衡 ノ状 ニ ア ル.然 シ胸 内疾

病 ノ場 合 ニ ハ此 關 係 ノ・異 ツテ來 ル。全 肺 ノ牛 ガ萎 縮 セ

ペ 中肺 野 ・・吸 氣 時 ニ ノ・罹 患 側 二 引 込 マ レ ル カ 又 ノ・弾

力 ノ亭 衡 が一 側 ノ氣 胸 ヲ妨 ゲ ル 力或 ・・吸 氣 時 二 中 肺

野 ノ・氣 胸 側 二 引 込 マ レ ル。 此 蓮 動 ノ大 サ バ 維 隔 蜜 ノ

固 定 度 二關 係 シテ居 ル。肋 膜 癒 著 ノ診 断 二於 テ ノ・動 態

鳥 眞 ガ特 二意 味 が ア'レ。横 隔膜 運 動 ハ内 側 カ ラ外 側 ニ

カ ケ テ減 ジ肺 内騎 が 横 隔 膜 へ 向 フ運 動 ガナ クナ リ叉

肺 内騎 ガ其 振 幅 ヲ内側 ヨ リ外 側 二 力ケ テ 減 ジテ來 ル。

是 等 ハ肋 膜 隙 ヲ到 断 ス ル3徴 候 デ アル。 肋 膜 ノ 全癒

著 モ部 分 癒 著 モ 此 方 法 デ判 定 デ キル。 其 他 演 者 ハ 肺
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萎 縮 療 法 二封 ス ル 動 憩窩 眞 ノ 診 噺 債 値及 横 隔 膜 碑維

撚 除術 二就 テ モ述 べ テ居 ル。

小 見 期 二 於 ケ ル 腫 質 卜結 穫 。

K.Klare(Scheidegg)=KonstitutionundTuberkulose

inKindesalter.

著 シ イ無 力 型 ノ肺 結 核 バ ー般 二 急速 二 叉 悪 性 ノ 経 過

ヲ1・)V。被 刺 戟 性髄 質 型 ノ人 ハ縮 核=pmterテ ハ 或 抵 抗

力 ヲ有 シテ階 リ淋 巴 質 が最 高 二逮 ス ル 即 罫機 狡 動 期

迄 ハ此 抵 抗 力 が有 数 デ アル。滲 出淋 巴型 小 兇 が感 染 シ

テ結 核 二罹 ル ト多 ク ノ・晋 シ イ良 性 型 ノ紹 核 トナ ル。之

二周 ス'レ肺 外 結 核(Skrofulose.Skrofuloderm,Lupus,

Knochen・u.Gelenktbk.,DrUsentbk.等)。 此 種 ノ髄 質

者 二肺 外 結 核 が起 ツ テ 豫 後 絶尉 二 不 良 ナ ル ハ 結 核 性

臓 膜 炎 デ ア ル。叉 著 明 ナ氣 管 枝 腺 鳳 病 ヲ示 ス ノモ此 型

デ ア7レ。Lungeninfiltrierungenモ 此 型 ノ者 二多 ク屡:

自然 吸 牧 ヲ見 ル ノ・・其 良性 ヲ示 ス モ ノデ ア ル。肺 瘍 ニ

ナ ノノ・稀 ダ ガ此 型 ノ者 ノ・慢 性 ノ 経 過 ヲ トツ テ 治 癒 ス

ル。 蒙 古 人種 ハ淋 巴 系 が 著 シ 〃 骸 達 シテ 居 ル タ メ ニ

ー 般 二結 核 ハ淋 巴腺 内 二限 局 シテ居 ル
。顎 情 期 ニ ナ ル

ト女 ガ男 ヨ リモ 號 情 期 肺 瘍 が 多 イ ノモ 駁 育 機 構 ガ早

期 二強 度 二起 ル コ トニ起 因 シテ居 ル ト訊 明 サ レル。叉

結 核 二封 シテ 最 良 ・ 防 禦 作用 ヲ有 ス ル ト云 フ 淋 巴 質

モ女 見 が男 見 ヨ リモ少 イ。 而 シテ女 見 ・・13歳 デ・・著

シク淋 巴 質 が衰 ヘ ル が男 子 ・・17歳 デモ 未 ダ著 シク残

ッ テ居 ル。 演 者 ・・盟 質 ヲ 調 ベ ル コ トカ●豫 後剣 定 二大

切 デ ア ツ テ之 ヲナ ス ニ・・家 族 及 祀 先 ヲ 調査 シ テ 治療

上 多 考 トス ベ キデ アル ト述 べ 更 二 多 数 ノ 圖糟 ニ ヨ リ

所 説 ヲ明 ニ シタ。

成 人 二於 ケ ル胆 質 卜結 核 。

K.Diehl:KonstitutionundTuberkuloseimErwa・

CbSenenalter.

成 人 二於 テ モ結 核 登 生 二封 ス ル 人 盟 ノ 色 々ナ 状 態 が

影響 ス ル コ トヲ詮 明 シ得 ル。 糖 尿 病 患 者 ガ 結 核 二罹

ソ タ場 合 ・・著 シク 悪性 トナ ル ノカ●曹通 デ ア ル が 叉 糖

尿 病 患 者 デ モ個 人 ニ ヨ リ経 過 ガ 異 ル コ トモ 考 慮 シナ

ク テ ノ・ナ ラ ヌ。 夫 ノ・極 輕 度 ノ 糖 尿 病 者 デ モ 約 牛 数 ハ

重 篤 ナ 経 過 ヲ トル 結 核 ニ カ ・ リ又 重 症 糖 尿 病 患 者 ガ

時 ニ ノ・著 シ ク 良 性 ノ経 過 ヲ ト リ叉 ノ・空洞 治 癒 サ ヘ モ

見 ラ レル コ トガア,レ。叉年 齢 的 關係 モ考 慮 サ レネ バ ナ

録 【第14巻

ラ ヌ。 螢 情 期 昌在 ル 少 年 少 女 ハ 成 人 トノ 中 間 ニア 〃

ノ ダ が締 核 二 冒 り著 明 ナ 影響 ヲ受 クル。20歳 壷 ノ結

核 死 亡 拳 ノ高 イ事 ハ 巳 二知 ラ レ〃 トコ ロ デ30歳 壷 ノ

死 亡 傘 ノ頂 鮎 ハ職 業 二鷹 ジテ 生 沼 法 ガ 愛 ル トカ 感 染

可能 串 が 高rPル トカ;eIVノ ミ ナ ラ ズ ヤ ノ・リ 年 齢 的

ノ蒋 別 ナ 傅 弱 サ が結 核 二柵 患 ス ル ト考^ラ レテ居 ル。

WaldhftusCharlottenburg二 於 テ結 核 デ 死 ン グ者 ハ

19-21歳 ノ者 力●最 多 デ ア ソ テ共 中 ノ43%ハ 迅 速 ナ ル

維 過 ヲ トノレ肺 傍 デ死 ソデ居 ル が他 ノ 年 齢 ノ 者 ハ 此 奔

馬性 肺1虜 デ死 ヌ 〃 ・少 イ。E・Saeglc.rノ 多 敬 ノ統 計

二 見 テ モ 滲 出型 叉 ・・1摘 シテ 滲 出 型 肺 虜 が略=同 年

齢 ノ者 二多 イ。 甲状 腺 機 能 障 硲 ガ 結 核 駁 塩 二 封 ス ル

影 響 ノ、全 〃 著 シク ナ イ。 繊 細 ナ硯 格 型d`,ptosomen

k6rperbautypus)カ ●結 核 二 影」響 サvヤ ス イb云 ハ レテ

居 ル が之 ・・未 ダ明 確 デ ノ・ナ イ。饅 格 型 卜結 核 間 ノ關 係

ハ 年 齢 ヲ 考慮 セ ネ バ ナ ラ ヌ コ ト及Kretschmerノ 云

ツタPyknischerHabitus・ ・其 最 著 シイ型 ノ・成 熟 年齢

二於 テ デ アツ テ30歳 カ ラ40歳 マ デ ニ 達 シテ 居lvコ

トヲ示 シ圭 トシ テ 少 年 少 女 ヲ 封 象 トセ ル 場 合 ニ ハ

pyknischerHabitusノ ・問 題 トナ ラナ イ。 饅 格 ノ特 性

ト結 核 トノ關係 ニノ・個 人 圭 トシ テ 選 境 ト及 ソ レニ 遭

遇 ス ル個 人 ノ天 性 間 二 著 シイ 相 違 ノ ア ル コ トヲ 忘 レ

テ ハ ナ ラ ヌ。

Coeper,Bochali,Engelsmann,Lydtin,Mohrカ'本 問

題 二就 テ登 言 シタ カ●Diehlb一 致 シタ 見 解 デ ア ル。

結 核 相 談 所 二於 ケ ル診 察 報告 。

H.Krusch:DieDurcM丘hrungderiirztlichenUn。

tersuchunginderTuberkulosefttrsorge.

演 者 ・・1927-1932間 ノ掲 逸 國 内 デ行'・ レタ 結 核 相談

所 事 業 ノ概 況 ヲ述1べ ・タ。夫 ニ ヨ)レb1932ニ ノ・R6ntgen

装 置 ・・人 口1萬 二付0.1基 、専 園 腎 師 ノ・0.08-0.1人

ヲ適 當 トシWeimarデ32359人 ヲ組 織 的 二透 覗 シテ

開 放 性 結 核 者38=0.1%。 閉 鎮性 結核 者183=0.5%

ア ッ タ。Tiiringenデ 透 覗 シ タ9811人 中 開 放 性2052

=2%、 閉 鎮 性2733=2 ・7%ア リ。 之 ・・Braeuning-

Kifhl/Stettin二 於 ケ ル モ ノ ト大 盟 一 致 シテ居,レ
。

閉 鎮 性 結 核 者 ノ透 覗 ハ 非 常 二屡 ミ行 ヒ 周 園 ノ 者 ヨ リ

ハ10-20倍 モ 多 ク透 覗 ヲ シテ 監 覗 ス ベ キ デ ァ ル ト
。

(東 京 市療 寺 尾 抄)
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RevuedelaTuberculo8e5S6rie・TomelN。71935.

肋 膜 「シ ヨリク」卜逼 稻 サ レル心 臓 、 中脳 栓 塞 症 欺

Jean.Trotot:Lesyndmmee叩boliquecardio・m6s・

enc6phaliquedit"Eclampsiepleurale"

人 工氣 胸 時 二壁 生 ス ル所 謂 肋 膜 「シ ヨック」13例 ヲ戴 察

シテ居 ル。前騙 症状 トシテ漠 然 トシタ不 快 感 蟻 走 感 が

3例 、 黒 内障 ガ3例 アlvが 是 等 ハ 直 二消 失 ス ル、肺 ヲ

傷 ケ タ結 果 トシテ 血 疲 ヲ見 タ ノ が3例 アル が 是 ハ特

有 ナ ル症 状 トノ・考 ヘ ラ レヌ、最 初 二起 ル ノハー 瞬 時 ノ

蒼 白(顔 面、 頸 部 、胸 部)突 然 ノ 呼氣 停止(時 々吸氣 ノ・

ア ル)血 歴 下 降r脈 揮 整、 遅 速 ナ シ ト考 ヘ ラ レル)。 瞳

孔 縮 小 ヲ件 フ眼球 固 定、 全 身不 動 、意 識 消 失 デ ア ル。

痙 笑 ハ1例 デ ア'レ。痙 攣 ハ全 勇 二起 ル事 モ アlv"'牛 均

二起 ル他 牛 虜 ノ・亭 常 力 麻 癖 シテ居 ル、 麻癖 ノ場 所 ハ

匠 々デ アル。 好 都 合 ノ時 ニハ 数 時 間 乃 至2日 間 デ 意

識 ハ恢 復 ス ル が其 ノ時嘔 吐 ヲ件 フ事 が アル。叉疲 勢 感

ヲ残 ス。 黒 内障 が績 ク事 ハ稀 デ アlv。1例 ハ牛 盲症 ヲ

起 シタ。4例 ハ昏 睡 二入 り死亡 シタ。 是 等 ノ 原 因 ・・

慢 性 炎症 ヲ起 シテ居,レ肋膜 二 新 生 シタ血 管 二 源 ヲ 駿

ス ル空 氣栓 塞 デ之 ガ心 内膜 、血 管 内膜 ヲ刺 戟 シ中膀 二

至 ツ テ起 ス症状 デ ア ル ト考 ヘ ラ レル。故 二之 ヲ心臓 、

中脚 空 氣 栓 塞 症 状 ト云 フ ペ キ デ アル。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

「ア レル ギ ー 」二於 ケ ル 「ホ ルモ ン
」ノ役 目

G.P且atonov:Leroledeshormonesdans1'allergie

「ア レル ギ ー」二吸 ボ ス 「ホ,レモ ン」ノ 影 響 ヲ 見 ソ ト シ

テ 「ッベ ル ク リソ」皮 内 反 慮 ヲ 各 種 ノ 「ホ ル モ ン」ヲ混

ジテ 實施 シタ。甲状 腺(水 叉 ハ 「ア ル コー ル」浸 出 液)副

甲状 腺(「 アル カ リエ キス」及 ビ 酸1エ キ ス」)「ア ドレナ

リソ」「ビツ イ トリ ソ」ヲ用 ヒル、 甲状 腺 「エ キ ス」ノ・反

慮 ヲ弧 メル 副 甲 状 腺 「ア'レカ リエ キス 」ハ 反 晦 ヲ 弱 メ

ル が 酸 性 「」一キ ス」ハ 影響 がナ イ。 「ア ドレナ リ ソ」・・

反 磨 ヲ弱 メ ル カ●高 濃 度 デ ノ・却 ツ テ 弧 メ ル,此 ノ場 合

48時 間 後 二中央 二浸 潤 ヲ見 ル事 が アル が是 ・・「ア ドレ

ナ リ ソ」が毛 細 血 管 牧 縮 ヲ起 ス タ メ「ッ ペ ル ク リ ソ」ノ

吸 牧 が遅 ク ナ ツ テ 出來 ル ノデ ア ラ ウ。「ビ ッ イ ト リン」

ノ・反 晦 ヲ弱 メ'レ。 以 上 ニ ヨ リ「ホ ル モ ン」が 「アVJVギ

ー」登 現 二重 大 ナ ル役 割 ヲ演 ズ'レ事 ヲ知 ル 叉 今 後 ノ研

究 ヲ 待 ツ テ 「ホ ル モ ン」慮 用 ニ ヨ リ「ア レル ギー」反 慮

力 ヲ弱 メタ リ生 盟 ヲd6sensibilisierenス ル事 力'出來

ル見 込 が ア ル。(今 村 内科 梅 谷 抄)

Revuedelatuberculose5'Serie・TomelN。81935.

大 棄 ノ函 藪 トシテ ノ胸腔 璽 ノ璽 化

M.LonisBaillet:Variationdelapressionpleurale

enfonctiondelapressionambiante.

大 氣 ノ歴 力 ノ愛 化 二依 リ胸 腔 歴 ガ 愛 化 ス ル事 ・・知 ラ

レテ居 ル。 胸 腔 歴 ト大 氣 塵 ヲ 求 メ'レ ノニ ・・絶 封 債 ヲ

取 ラ ネバ間違 ガ起'レ、マ ソ トゥー ガ シャモ ニ ー 二於 テ氣

1堅が712mm・ 水 銀 桂 デ胸 腔1墜 力●+9水 桂 デ ア ッ タ人 が

三望 塁Zコ ヒ656水 銀 桂 ノ氣 歴 ノ所 二行 ク ト 十17水

柱 ニナ ツタ。 之 ヲ 以 テ 胸 腔 歴 ガ 昇 ツ タ ト考 ヘ タ ガ誤

デアJレ。 .之ヤモニ ー デ ノ胸 腔 歴 ・・9十968cm水 柱(712

mm・ 水銀 桂 ヲ水桂 二換 算 ス):・')デモ ソタ ソベ ル デ ハ17

十892cm・ 水 桂 デ結 局68cmノ 水 桂 ノ 減 座 デ ア ル。 即

チ胸 腔 屋 ノ絶 封債 ノ・'減少 ス ル が 外 趣 トノ 相 封 債 ノ・昇

ツ テ居 ル ノデ ア ル。著 者 ハ 呼吸 蓮 動 が邪 魔 ニ ナ ル ノ デ

家 兎 屍胆 ヲ以 テ種 々二外 睡 ヲ調 節 シ テ 胸 腔 座 ヲ 測 定

シ タ。次 二生家 兎 デ モ亦 人 工 肺 臓(硝 子 容 器 ノ中 二 「ゴ

ム」袋 ヲ垂 下 シテ容 器 内 ノ屋 力 ヲ下 ゲ テ 「ゴ ム」袋 ヲ 膨

脹 サ シタ モ ノ)二 於 テ モ實 験 シタ。 結 果 ハ大 氣 瞳 が上

レバ胸 腔 巫 モ上 ル シ下 レバ同襟 二下,レ。

但 シ胸 腔 二連 結 セ ル氣 歴 計 ノ讃 ・・之 ト全 ク逆 ニ ナ ル。

著 者 ・・肺 結 核 患 者 ノ高 地療 法 ノ・胸 腔 歴 ヲ 相 封 的 二 上

昇 サ セ ル故 肺 二安 艀 ヲ與 ヘ ル ト考 ヘ ル。

(今 村 内科 梅 谷抄)

鎖骨 上或 ハ下 ヨ リ 第 一 肋 骨 ノ ミ ヲ 完 金 呂 刷 出 セ

ル 例 ノ観 察

Dreyfus.LeFoyer.LReumaux:Aproposdecinq

observationd,extirpationtotaleetiso16delapre・

miとreC6teparvoiesusetsous・claviculaire.

此 ノ手術 ・・他 ノ手 術 二比 シテ 危 瞼 が 少 ク 事 故 ヲ 起 ス

事 が ナ イ。 合 併 症 モ起 サ ナ1。 喀 痕 モ減 少 シ5例 ノ 内

2例 ・・空洞 が消 失或 ハ 縮 小 ヲ示 シテ 居 ル 他 ノ3例 ハ

爾 之 以上 胸 廓 成 形術 施 行 ノ可 能 性 ヲ示 シテ居 ル。帥 チ

此 ノ手術 ノ・相 當数 果 ガ アル ノ ミデ ナ ク、今 後 ノ大 手 術

二患 者 ザ堪 ヘ ル カ否 力、叉 其 ザ有 数 力否 カ ヲ試 ス ノ ニ
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モ 役 立 ツ 。(今 村 内 科 梅 谷 抄)

微 ■ ヲ 毎 日 用7ル 金 塵 療 法 。 第1細

」.ChanveanetBoissement:Chrysoth6rapiea

dosesfaibleetquolidienne.PremierR6sultats.

Capnaniノ 迫 試 デ ア,レ 。 最 初0.025gr.i欠 二 〇.04gr-

0.05grヲ 用 ヒ ル 。 金 顛 ハ 圭bv'!テAllocrysineデ ア

,レ。 全 量 ・・4--5grデ 週 二1-2同 ノ 肝 臓 「エ キ スJ、

注射ヲ行 フ.52例 中20例 ハ下痢(8例 ハ輕度)ヲreo「

蛋 白尿1例 、 ロ内炎3例 皮膚炎ガ2例 デアlv。結 局最

後マデ繊績 ヴ得タノハ33人 デアル結果ノ・相雷 ノ輕快

ヲ示セ1レE/7例,納 ζ輕快力・14例 デ10例 ノ・影響無

ク2例 ハ輕快シテ後叉逆戻 リシタ.

(今村内科梅谷抄)

結 核 外 寡 門 雑 誌

結 核 病 勢 二 及 ボ ス 雌 餓 ノ影響 二就 テ ノ海 獲 實 駿

Schmidt・Lange:1.UntersuchungenanMeerschwe・

inchentiberdenEinHussdesHungemsaufdenVer・

laufdenTubenrkulose.(.ArchivfOrHygineund

BakterialogieBand115.HeftL1935.)

著 者 ・・結 核 感 染 二封 ス'レ榮 養!影 響 及 人 二於 ケ ル 斯

ル状 態 ニア ツ タ 場 合 ノ 経 過 二就 イ テ、 統 一 的 結 論 ノ

ナ イ ノニ鑑 ミ、標 題 ノ賓 験 ヲナ セ リ。 實 際 職 争 或 ・・洪

水 等 ノ天 災 が屡 く繰 返 サ レタ時 ニハ 、必 然 的 二糧 食 ノ

訣 乏 トナ リ、 悪 影響 ヲ及 ボ ス モ ノデ、夫 レニ ヨツ テ生

ジ ル磯 餓 ト云 フ現 象 ハ生 理 的 、精 赫 的 二有 害 ナ ル作 用

ヲ爲 ス モ ノデ ア,レ。 其 虜 デ 著 者 ・・結 核 ト榮 養1關 係

二就 イテ、252頭 ノ海 瞑 ヲ實 験 二用 ヒ、 之 レ ヲ第1期

48頭 、 第2期30頭 、 第3期44頭 、 第4期130頭 二

分 チ テ實験 シ、牛 数 ヲ機 餓 状 態 二、 他 ノ牛 数 ヲ普 通 二

飼 養 シテ封 照 トシ、人型 菌 ヲ皮 下注 射 シテ各 々 ヲ同一

條 件 ノ下 二置 イテ、其 ノ経 過 ヲ観 察 シタ。 而 テ共 ノ局

所 及 臓 器 ノ解剖 學 的墾 状 ノ 統 計 ノ上 カ ラ 結 核 菌 人 工

接 種 ノ場 合 ノ・、 榮 養 ノ衰 ヘ タ ル 動物 二於 テ 封 照 二比

シ、一 般 二其 ノ病 愛 ノ著 シ キ事 ヲ認 メ タ。 故 二磯 餓 状

態 ニ ア ツ テ ノ・、外 部 力ラ ノ刺 戟 感 作 ハ総 テ個 胆 二有 害

ナ フレ作 用 ヲ及 ボス ト。(北 里研 究 所星 加 抄)

上 顎 下 唾 液 腺 呂於 ケ ル結 核 。

Dr.FranzL6sz16:TuberkulosederSubinaxillaren

Speichenldrtise.(DeutcheTierlirztlicheWochenschrift.

Jahrgang44-Nr3・1935・)

唾 液 腺 二於 ケ ル 特 殊 炎 症 二 就 イテ、1結 核 性 ノ モ ノハ

「Parotis」ノ第 一次 性 結 核 ガ ロ腔 内 二 感 染 ス]レ 事 ニ ヨ

リ、扁桃 腺 及 其 ノ周 園 ノ淋 巴腺 ヲ侵 シ唾 液 腺 二第 二次

性 ノ結 核 ヲ 蛮 生 シタ ト云 フ 例 ・・從 來 報 告 サ レテ キ,レ

(Haematogeneinfektion)、 而 テ著 者 ・・牛 型 結 核 菌 二

ヨ'レ豚 、上 顎 下唾 液 腺 ノ結 核 ヲ螢 見 シタ ガ共 ノ肉 眼 的

所 見 ハ 該 唾 液 腺 ノ 形 態 、 色 劃 、 人 サ ノ・大 嘘 正 常 デ ア

ツタ が,腺 ノPt滑 繁 張 匂 レ部 分 二、 僅 二肉塊 状 ノ硬 結

部 ヲ見。 共 ノ噺 面 ハ 明瞭 二纏 状 分 裂構 造 ヲ屋 ノ.是 等

結 締 織 中 ニ ハ、 帯 黄 色 ノ 乾 酪 檬 、 久 ノ・石 灰 化 セ ル 留

・針
、或 ノ・麻 實 大 時 ニ ハivン ズJ大 ノ病 竃 ガ有 リ組 織 學

的 ニ ハ、病 璽 部 二結 締 織 ノ墳殖 ア リ.各 結 笛 ノ中央 部

ハ石 灰 化 シ、 周 園 二 圓 形細 胞 、 少 数 ノ 巨 態細 胞 及 分

裂 核 ヲ 有 ス1レ白血 球 、 「fibroblasten」 出現 シ、 病 竃 ノ

周 園 ハ全 ク繊 維素 結 締織 ニ ヨ リ園 僥 セ ラ レ、且 ツ唾 液

排 泄 管 ノ・炎症 ヲ呈 シ上 皮 膨 大 、 圓 形 細 胞 、分 裂 核 ヲ有

ヌ ル 白血 球及 「エ オ ジ ソ」噌 好 性 白血 球 ノ渡 潤 ヲ見 ル。

要 ス,レ ニ是 等 ノ愛 状 ノ・人 二 於 ケ ル 病 理 學 的璽 状 ニ ヨ

クー 致 シタ ル珍 ラ ジ イ例 ト シテ報 告 セ ラ ル。

(北 里 研 究 所 星 加 抄)

家 畜 ヨ リ分離 セ ル異 種 抗 酸 性 菌 二就 キ テ

WilliamH.Feldman:ObservationonCentainUn.

identifiedacid.fastbacteriaobtainedfromCattle:

(JournaloftheAmericanVeterinaryMedical・Asso-

ciationVol41.No2.1936.)

最近Branchノ ・人 二於 ケ'レ各 種 病 竈 部 ヨ リ分 離 セ1レ各

哺 乳 動 物 結 核 菌以 外 ノ抗 酸 性 菌 ノ研 究 二於 テ、眞性 結

核 菌 及 純 粋 「Saprophytes」b是 等 二瀦 セ ザ 〃 抗 酸 性 菌

トノ鑑 別 ニ ノ・、「WhiteMice」 ノ腹 腔 内注 射 ヲ提 唱 ス 帥

チ從 來 豪 表 サvタ7レ 株 及 新 分 離 ノ「MycoBacterium」

ノ株 ヲ「WhiteMice」 ノ腹 腔 内 二 接 種 シタ ル 場 合、 腎

臓 二 多数 ノ 「Abscess」 ヲ 形 成 シ タ カ'、 眞 生結 核 菌 及

「Saprophytes」 二於 テ ノ・斯,レ病 愛 ハ 起 サ ズ
。著 者 ノ・「ツ

ベル ク リソ」陽 性 牛 ノ氣 管 枝 淋 巴腺 ノ 乾 酪 様 部 位 ヨ リ

得 タ7レ結 核菌 ニー 致 セ ル1390株 、 人 ノ肺 結 核 材 料 ヲ

接 種 セ7レ海 狸 ノ脾 臓 ヨ リ得 タ ル2047株 、 自然 感 染 結
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核 鴨 ノ脾 臓 ヨ リ分 離 セ ル14株(兎 、鵠 昌著 明 ナ'レ締 核

愛 化 ヲ起 ス)、 同 ジク結 核 鶴 ノ 肝 臓 ヨ リ分 離 セル518

株(兎 、,鵠二毒 性 弱 キ モ ノ)及 「MycobacteriumPh1●i」

(Thimosyglassbacillus)「Daines」24-0-30株(氏 ノ

所 謂 牛"Skin・lesion"ノ ヨ リ分 離 セル モ ノデ、 「Dai-

nes・Austini雨 氏 ノ分 類 法 中第3類 二鳩 ス)Daines38

-0-30株(前 者 ト同一 部 位 ヨ リ得 タ ル モ ノ ニ シテ 第

2類 二隠 ス屡:「 ヂ フテ リー」様 形 態 ヲ ト リ、抗 酸 性 不

同 ノモ ノ)。 「HastingsGH株(「 ツ ベ,レ〃 リ ソ」陰 性

ノ若 牛腸 間 膜 腺 ヨ リ分 離 セ)vモ ノ)。 以 上8株 ヲ用 ヒ

共 ノ5-6週 培養 ノ菌 液 ヲ、各6頭 ノ成 熟雄 性 「Maus」

ノ腹 腔 内 二 〇.25cq及 各2頭 ノ 家 兎 静 脹 内 二1.Oqq接

種 シ、各所 定 期 日二其 ノ病 理 愛 化 ヲ検 査 ンタ ル結 果 結

核 菌及 「MycobacteriumTuberculosis」 ト思惟 サ)t/・4

株 ハ病 愛 ヲ惹 起 シタ が、 他 ノ株 ハ璽 化 ヲ起 サ メ、叉 夏

二菌 ノ再 槍 出實 験 二 於 テ ハ、 各 脾臓 乳 鋤1α α二5%

ノ「Oxalic-acid」 ヲ塵 置 シ 此1!ヲ 「Hemid'sEg9・Yolk・

Agar」 二培養 シタ結 果人 、 牛 、 鳥型 株 ト認 メ ラル ・4

株 ノ「マ ウス」脾 臓 乳 剤 カラ ノ・検 出 セ ラv・yモ 、他 ノ4

株 ・・陰 性 ナ リ。 而';"'テ「Daines・Austin」 分 類 ニ ヨ2v第

2、第3類 菌 ノ・5%「Oxalic・acid」3%「Sodium・Hydroxi・

de」 二es・y眞 性結 核 菌 ノ 抵 抗 範 園 内 ニ テ 死 滅 ス ル ヲ

見、而 シテ登 育 状 態 《略{其 ノ毒 性 ニー 致 ス。 叉 解 剖

的 塑 化 ノ・「肺 」「肝」「脾 」「腎」ヲ肉眼 的 、顯 微 鏡 的 二観 察

シタ結 果 、肉 眼 的 ニノ・「牛型 」及 「人 型 」菌 接 種 「マ ウス 」

ノ2頭 ノ肺 二 病 憂 見 ラ レ「鳥 型 菌 接 種 」ノ モ ノ ハ 脾臓

ノ腫 大 及 肉 眼 的病 墜認 メ ラv、 叉牛 型 菌 接 種 ノ2例 ニ

ハ 腎臓 淋 巴結 節 二病 愛 ア リキ。顯 微 鏡 的 ニハ、人、牛、

鳥、型 菌 ノ4株 二於 テ其 ノ組 織 病 竈 部 位 ハ 中心 乾 酪 性

壊 疽 ヲ有 シ、其 ノ中 二多 ク ノ抗 酸 性 菌 ヲ詮 明 ス。 他 ノ

4株 ハ何vモ 肉 眼 的愛 化 ナ ク、顯 微 鏡 的 二 「Hastings

GH」 株 二於 テ 腎臓 二 多 ク ノ細 胞 形 ノ 出現 ア リシモ結

核 結 節、壌 疽、抗 酸 性 菌 認 メ ラvズ 。叉 「Daines・Austin」

株 、・「Phlei」株 二於 テ ハ愛 化 ナ シ。 以 上 ノ實験 ヲ以 ツ

デ考 フル ニ、Branchノ 實 験 セ"1如 キ腎 臓 ノrAbscess・

bildung」 ・・本 實験 二使 用 セ シrDaines」(2株) 、rphlei」

株 ニ ヨ リテ ノ・認 メ ラ レズ、 且 ツ再 検 出 モ 出 來 ナ カ ツ

タ。 故 二眞 性結 核 菌 以 外 ノ菌 ハ 生 物 學 的 及 培養 二 差

異 ア)レモー般 二 「Saprophyticacid・fastBacillus」 トサ

レル可 キモ ノニ シテ 疾 病1自 然 登 生 ニ ハ 病 原 的 重 要

サ ヲ有 セ ズ ト。(北 里 研 究所 星 加 抄)

鶏 ノ所 謂 趾 瘤 ヨ リ狡 見 セ ル 抗 酸性 菌=就 キ テ

録 569

HubertBunyea:Acid・fastOrganismsfoundinso・

caltedBumblefootofchickens.(Joumalofthe

AmericanVeterinaryMedicalAssociationVo141.

No3.1936.)

著 者 ハ 最近 貌 ノ趾 瘤(病 憂 バー 側 及 ビ 雨側 ノ趾裏 叉 ハ

趾 閲 二生 ジ乾 酪様 膿 ノ爲 メ著 明 二腫 服 シ、時 ニハ 暗色

疵 状 結 節 表面 二崔 ル事 ア リ)曽 リ顎 微 鏡 的 二 鳥型 紹 核

薗 二類 似 セ ル抗 酸 性 菌 ヲ螢 見 シ、而 ヴテ此 ノ菌 含 有 材

料 ヲモ ツ テ、 動 物 感 染 試 験 、「ツ ベ ル ク リ ソ」試 験 及 其

ノ組 織 學 的検 査 ヲ行 ヘ リ。即 チ検 査 数76例 ノ中46例

(59・2%)二 抗 酸 性 菌 ヲ検 出 ・y、(病 愛 部 ノ塗 抹 標 本 昌

テ)其 ノ「ツ ベ ル ク リ ンJ試 験 ハ趾 瘤 中 二菌 含有 セiV12

例 ノ鶏 ヲ用 ヒ テ行 ヒ シが、中3例 ノ ミ陽 性 ヲ示 ヅ他 ハ

陰 性 ナ リキ。 之 レ ヲ以 ツテ 見 レバ、「ツ ペ ル ク リ ソ」試

験 ハ該 抗 酸 性 菌 トハ 關 係 ナ キモ ノ ・如 シ。 叉 組織 學

的 槍 査 二於 テ ハ、病 憂 部 二大 ナ ル乾 酪 襟 叉 ハ 壊 疽 性 部

分 ア リテ、 共 ノ周 園 ニハ 小 圓 形細 胞 、1淋巴細 胞 、大 軍

核 、 白血 球 、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 存 在 シ、或部 分

ニノ・上 皮 襟 細 胞群 ヲ 認 ム。 叉結 節病 愛 部 ニハ 大 ナ ル

「エ オ ジ ソ」嗜 好 性 白血 球 ノ集 團 ア リシが、之 レハ恐 ラ

ク本 病 墾 ノ特 徴 ナ ラ ソ。而 シテ是 等 ハ結 核 病 愛 トノ・考

《・ラ レザ リキ。 動 物 實 験 二於 テ へ 鶏 、 雛、 海 猿 、家

兎 、 「マ ウス」ヲ用 ヒ、噛 含有 材 料 ヲ各 々腹 腔 内 二接 種

セ シ が、一例 ノ陽性 海 猿 ヲ除 イ テ、 他 ハ全 部 陰 性 ナ リ

キ。 然 シ第2同 實 験 トシテ、6勿 ノ鶏 ノ趾 裏 二接 種 セ

シ場 合 ハ、 線 テ接 種 後1週 間 二 趾 ノ腫 脹、 破 行 ヲ來

シ、 或 モ ノハ 数 週 間 持 績 シ、 或 モ ノハ急 速 二 減 退 セ

リ。 而 シテ本 實 験 二於 テ ハ 未 ダ 検 出菌 ト病 愛 ノ關 係

不 明 ニ シ テ、他 ノ菌 ノ感 染 二件 フ第 二 次 的 ノモ ノ トモ

考 ヘ ラ レ。 第 一次 的 二 病 原 性 ア リ トス ル モ 全 ク弱 毒

ノモ ノデ ア ラ ネ バ ナ ラ ヌ。叉 菌 ノ培 養 實 験 ハ 「Dorset,s

EggMedium」 及 血 清 寒 天 培 養 基 ヲ用 ヒ、 各 鶏 ノ病 竈

部 分 ヲAntiforminニ テ盧 置 セ2レモ ノ ヲ培 養 セ ・yカ●何

レモ陰 性 ナ リキ。要 ス ル ニ以 上 實 験 セ'レ所 ニ ヨレ バ趾

瘤 二封 ス ル検 出抗 酸 性 菌 ノ病 原 的 關 係 ノ・詳 ナ ラ ズ。

(北 里 研 究 所 星 加 抄)

末 吉 彌 吉:所 謂 非 病 原 性抗 酸菌 呂 關 ス ル研 究

(衛 生 學 傳 染病 學 雑誌 、 第31巻 、 第4號 、 昭和10年

4月 獲 行)

著 者 ・・土壌 ヨ リ所 謂 非病 原 性 抗 酸 性 菌 ヲ1分離 シ 之v

二 關 ス ル研 究 ヲ行 ヒテ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

著 者 ハ所 謂非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ヲ分 離 シ 之 レニ 關 ス ル
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研 究 ヲ行 ヒ テ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

1・ 著 者 ハ所 謂 非病 原 性 抗 酸 性 菌 ノ從 來 行 ハ レタ ル分

離 培 養 法 ヲ 迫 試 實 験 シ、 更 二新 分離 法 培養 法 ヲ 考案

セ リ。

2.餐 法 二 俵 ル トキ ハ本 菌 ノ分 離 培養 ト同時 二艦 別 ヲ

行 フ事 ヲ得.

3・ 乍菌 ノ判引犬ノ、環 境 二俵 リ警 シ〃墾 イ七 ス。

4・ 餐菌 ノ家 兎海 狽 及 ピ廿H鳳 二劉●シ或穐 度 ノ病 原 性

ヲ有 ス。

5・ 共 ノ際 悲 起 セ ラ ル ・病 璽 ハ 肉 眼 的 ニ ハ結 核 菌 二依

ル モ ノ ト甚 グ 酷 似 ス ル モ 必 ズ シモ 同一 ナ リ ト云 フ ヲ

得 ズ。

6.本 菌 ハ動 物 通 過 二依 リ更 二結 核 菌 二近 似 セ シメ得

ル事 ヲ得 ザ リキ。

7.本 菌 ・・共 ノ諸 性 状 蓬 ダ結 核 菌 二酷 似 ス ル モ別 個 ノ

菌 種 ナ'レ可 シ ト思 考 ス。(東 京 市療 小 林 抄)

結 穫 卜「トリパ ノ ゾ マJ病 トノ 間 二於 ケ ル 拮 抗作

用 二就 テ 、BCG卜Trypano・omaburcei卜 二就

テ ノ研 究

AscioneGuglie㎞o&DiBello(Giovanni):Aprop・

ositodellantagonismafratUbercolosietripanoso・

miasi.RicercheeseguitecolBC.G.edilTrypano.

somabrucei.(Giom.diBatteriol.eImmuno1.1935.

May.VoL14.No.5.pp.1073-1078.)

1914年()rsi・ ・人 型 結 核 菌 ト「ナ カ●ナ」病(Trypanosoma

brucei)ト ノ間 二1種 ノ拮 抗作 用 ア,レヲ 報 告 セ リ。 彼

ノ・Trypanosoma二 感 染 シタ海 猿 ノ・結 核 菌 ヲ接 種 ス ル

モ感 染 セ ズ。 叉 反i野 二豫 メ 結 核 菌 ヲ 接 種 シタ 海 猿 二

Trypano.smoa二 罹 患 セ,レ動物 ノ血 液 ヲ接 種 ス'レモ壁

病 セ ズ ト云 ヘ リ。

著 者 ・・TrypanosomabruceiトBCG1・ ヲ用 ヒ テ左

二 記 ス ノレガ如 キ3組 ノ 實 験 ヲナ セ リ。 實験 二 用 ヒタ

TrypanQsoma株 ・・毒 性 強 ク、 海 瞑 二接 種 ス ル トキ・・

7-15日 卒 均11日 ニ テ弊 死 セ リ。

第1組 ノ實 験 ・・海 瞑18匹 ヲ用 ヒ、 コ レ ヲ5匹 宛3群

二分 チ、 各 群 ニ ノ・Trypanosoma二 感 染 セ ♪レ海 狸 ノ血

液 ヲ1.Oaaノ 生 理 的食 璽 水 二稀 樺 シ1934年4月10日

及14日 二腹 腔 内接 種 ヲ行 ヒ、 同 月16日 各 群 ノ海瞑3

匹 宛 二BCGO.5仙 瓦 宛 ヲ皮 下 二注 射 シ、 他 ノ2匹 宛

ニ ノ・腹 腔 内 二 注射 シ、 残2匹 宛 計6匹 ・・封 照 ト シテ

其 儘 飼 養 セ シニ、 是 等 ノ動 物 ノ・線 テTrypanosoma接

種 後7-14日 二 死 亡 セ リ、 即 本 實験 二依 リBCG・ ・

録 【第14巻一
Trypanosoma二 勝 シ少vモ 措 抗 作 珊 ナ キ ヲ示 セ リ・

第2紺 ノ 實 験 ・・海 狽9匹 ヲ 用 ヒ、3匹;ノ ・1'ripan()'

SomaトBCGO.5仙 瓦 トヲ同時 昌 皮 下 二接nt・7、 他

ノ3匹 ニ ハ腹 腔 内 二接 種 シ,他 ノ3匹 ハ 封 照herテ 軍

;Trypanosomaノ ミ ヲ接 種 セ シ=b是 等 ノ動 物 ・・悉

クTrypanosoma接 種 後7-15日 昌 テ死 亡 セ リ。 從 テ

WtA・ ヲlill時二接 槻 ス ル コ ト ノ・何 等 措 抗 的 ノ 作 用 ナ キ

ヲ示 ス モ ノナ リ。

第3組 ノ實 験 ノ・海 狭13匹 ヲ川 ヒ、 内5匹 二 ・・BCG

1.0仙 瓦 ヲ皮 下 二注 射 シ,他 ノ5匹 ニ ノ・BCGO・5仙 瓦

ヲ腹 腔 内 二接 積 シ、1ケ 月後 是 等 ノ 海 狽10匹 及 釘 照

トerテ3匹 ノ海 狽 二Trypanosomaヲ 接 種 セer=.是

等 ノ動 物 ・・悉 〃Trypenosoma接 種 後7-13日 二死 亡

セ リ内

以 上 ノ箕 験 二依 リBCG・ ・Trypanosomaノ 感 染 二劉

シ、 嘗 テOrsiノ 報 告 セ シが如 キ、拮 抗 作 用 ナ キ ヲ示

セ リ ト。(窒 北 横 川 捗)

前 膀 胱 形 成 ヲ俘 ヘ ル擾 謹 腺 ノ 完 全 ナ ル 結 楼 性 溶

解

Vollst5ndigespontanetubercu16seEinschmelzung

derProstatamitBildungeinerVorblasevonM.

Zamgozau.」.Bartrina.(ZeitschriftflirUrologische

ChirurgieBand41.Heft4.und5)

振 護 腺 バー 般 二結 核 共 他 ノ炎 症 ニ ヨ リテ 膿 瘍 ヲ 生 ジ

尿 道 ト交 通 ス ル モ ノ デ軍 一 叉 ・・多数 ノ 假 性 憩室 ヲ 作

'レモ ノデ ア'レ。 之 二反 シテ 前膀 胱 形 成 ヲ件 ヒ テ、結 核

性 乾 酪標 璽 性 ニ ヨ ル 樋 護 腺 ノ 完 全 ナ ル 崩 壊 ノ・稀 デ ア

ル。 キー一・・]tZロトイ ネ ル氏 ハ 文 厭 ニ ヨソ テ20例 ヲ蒐 集

シ、 「『ツ ク、 ク イ氏 等 ノ・2例 ヲ報告 セ リ。吾 人 モ最 近

之 ガ1例 ヲ得 タ ルニ ヨ リ報 告 ス ルモ ノデ ア ル。患 者 ハ

42歳 ノ男 デ 書 夜 ノ別 ナ ク 尿 意 頻 数 ア リ。 時 々血 尿 ヲ

見、 排 尿 時 痔 痛 、射 精猷 除 下腹 部 歴 痛 等 ヲ訴 ヘ タ リ。

本 例 二於 テ ノ・最 初 ノ・軍 ナ ル 膀 胱 炎 ノ症 状 ヲ以 テ起 ル

モ途 ニ ハ 尿 失 禁 射精 鉄 除 等 ヲ 來 シ 膀 胱 牧 縮 機 能 障 碍

ヲ招 來 ス ル様 ニ ナ ル。膀胱 鏡検 査 及 ピ 「レ ン ト ゲ ソ」像

二依 リテ膀 胱 下 二膀 胱 ト連 絡 匂 レ空 洞 ヲ見 ル
。前 膀 胱

ノ・尿 道 囁 護 腺 部 及 撮 護 腺 自 身 ヨ リ生 ゼ ルモ ノ デ
、之 ガ

結 核 性 ナ ル コ トハ 動 物 試 験 ニ ゴ リテ 明 カナ リ。 家 兎

ノ淋 巴腺 二於 テ容 易 二 結核 性 ノ 硬 結 ヲ見 ル。 此 ノ際

ノ尿 失 禁 ハ膀 胱 ノ外 括 約筋 ノ 弛緩 叉 ノ・退 行 性 愛 化 二

依 リテ 才 コ ル モ ノラ シク、射 精 鉄 除 ノ・精 液 が 膀胱 内 二

逆 流 ス,レタ メ ー ナ コ,レ カ、射 精 管 ノ轄 移 二俵 リテ ナ コ
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ルモノナリ。 本疾患 ノ豫後二就 イテハ掻護腺結核ノ

程度二關スルモノデ、振護腺結核ガ高度ナレバ豫後不

良ナリ。一般ニノ・コノ場合右腎モ共二侵サ レルモノ

デア,レ.膀 胱容量ヲ培加 スルタメニ腸管 トノ吻合 ヲ

行 フコトモア'レ。(阪 大泌尿科抄)

Valerio.America:Surlatuserculosev6sicaleprimi・

tive.(Jd'Uro13$530-337.1934).

長期 二亙リ腎臓膿腫 ト・Yテ治療サ〃 膀胱結核 ノ2

例 二就イテ病理、治療 ヲ違ベタモノデァル.結 核 ノ家

族的遺簿關係ヤ肺臓及骨 ノ結核性墾化 ハ尿路結核 ノ

病因的診噺上二債値アル謹明 ヲ奥^ル モノナリ。淋毒

性膀胱炎ハ膀胱結核ノ進行 ヲ好都合ナラシメル。殆 ソ

ド総テノ膀胱結核バー側或ハ雨側腎臓 ノ結核 ヨリ來

ルモノデアルガ、叉肺臓ヤ淋巴腺ヤ腹膜 ト同様二第一

吹的ノ膀胱結核モ存在スルモノデアル。生殖器結核 ヲ

有スル嬬人 トノ交接後等二來,レト言ハレテヰル尿道

司リ膀胱ヘノ所謂上向感染ハ絵 リ確實性1ナ イモノ

デア,レ.一一lc的膀胱結核ノ・一般二・・本2例 ノ如クー

全治スルモノナルガ、時ニハ腎臓 ノ結核璽性 ヲ起 シ、

更二進yデ ハ肺臓ヤ謄膜ノ結核 ヲモ招來スJV。一次的

膀胱結核 ノ罹患部位ハ原則 トシテハ膀胱三角部二來

ルモ時ニハ側壁ヤ上壁二潰瘤形成 ヲ見ルコトガアル

特二屡 ζ大腸菌ヤ葡萄状球菌ノニ次的感染 ヲ見ル。治

療法 トシテハ「ゴメノール」油ヤ「グワヤコール、 ヨー

ドブ才ルム」油1貼 滴注入及 ピ「メチvン 」青 ヲ1日3

同0.05宛 内服ス。頑固ナ潰瘍デ上記治療法デ治癒 シ

ナイ時ニハ高歴交流焼灼術ヲ使用スル。

(阪大泌尿科抄)

摘出初期結核腎ノ病理組織學的知見補 遺結 核腎

昌見ル腎孟腎炎性萎縮像

東京帝大講師:大 塚宏

5例 ノ腎臓結核患者ノ摘出腎二就 イテ 肉眼的並 ビニ

顯微窺的所見ヲ研究 シ、從來行ハ レテヰル分類法 ト比

較erタ モノデ、1-4例 迄 ハ症状初蜜以來2-4ケ 月位

デ膀胱症状殆ソド鉄除シ、膀胱鏡槍査二於テモ三角部

二僅二登赤腫脹 ヲ認 ム)vノ ミデ、唯第5例 ノミハ獲病

以來8ケ 月ヲ経、膀胱症状 モ著明ニ シテ膀胱内ニモ多

数ノ潰瘍 ヲ認 メタルモノデアル'。

1-4例 迄 ノモ・ノ・乾酪空洞型慢性結核腎デ、結核性

病髪ハ腎蓋粘膜下叉 ノ・腎乳頭 ノミニ詮明 シ、罹患部

表面皮質二昭凹部 ヲ認 メ組織學的二該昭凹部ノ・定型

的腎孟腎炎性萎縮像 ヲ呈 シ、腎實質殊二細尿管上皮ノ
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萎 縮 、 廠減 管 腔 櫨 弧 淋 巴球 蛇 ビニ 「プ ラ ス マ」細 胞

ノ浸 楓 問 質 ノ廟 欝 ヲ認 人 仰 チ細 螂 窄二沿 ブタ寝

潤 デ乳 頭 部 ノ結 核病 竈 ト違 ツテ キ'レ。血管 ノ璽 化 ・催

シ〃 ハ ナ イ。

該 病 竃 部 ヨ リ ノ結 核 菌 ノ 組 織 學 的誰 明 ハ 陰 性 デ ア ツ

タ が培 養 上 デ ハ イヅ レモ陽 性 デ ア ツ タ.

第5例 ノ完 成 期結 核 腎 ノ所 見及 ビWegelin・Wildholy

小 池 氏 ノ検 査 例 ヲ餐 照 シテ 乾 酪 空 洞 慢 性 腎 結 核 ハ 最

初 期 二特 殊 病 愛 が腎 乳 頭 部 二局 限 スル時,既 二乳 頭 ノ

所 醐 ス ル 皮 質 二 非 特 異 性 慢 性 上 行 性 腎 炎 ヨ リ腎 孟 腎

炎 性 萎 縮 ヲ生 ジ、 表 面 ノ陥 凹 、被 膜 ノ肥 厚 癒 著 ヲ來 ス

モ ノ ・如 シ。 而 シテ此 ノ原 因 ・・恐 ラ 〃 ハ 結 核 菌 ノ毒

素 乃 至結 核 性 病 竈 ヨ リノ毒 素 デ ア リ、之 が一 部 ハ細 尿

管 性 二、 一 部 ハ淋 巴 管 性 二据 が ル モ ノ ト思 ノ・レル。

(阪 大 泌 尿 科 抄)

粘 膜 結 楼 ノ療 法

O.Wartemann:ZurBehandlungderSchleimhauttu・

berculose.(Dermat,Wschr.Bd.100.Nr24.S.680,

1935),

粘 膜結 核 ノ治 療 ハ 專 門 屠 二 取 ツ テ モ 非 常 二 困難 トサ

レテ居 ル盧 デ ア ル。

從 來 行 ・・レテ居 リ且 ツ非 常 二良結 果 ヲ 來 タス療 法 ・・、

1(全 勇療 法 蒙 無 食 盤 食 餌療 法、2)局 所 ノ(ヨ ヌ メ チッ

〃)ノ 見地 カラFinsen燈 、Kromayer水 銀 石英 燈 、

並 ニ レ ン トゲ ン照 射 等 デ ア ル。

最近Bommer蚊 二Bernhardt雨 氏 ・・狼 瘡 結 節 ヲ雪

状 炭 酸 ヲ以 テ 凍 結 セ シメ2ttt方法 ヲ 報 告 シテ居'レ。 金

剤 ノ注 射 ノ・多 ク 報 告 サ レテ 居 ル 盧 デ ア ル シ叉 我 々モ

假 令 完 全 二治癒 セ ズ トモ 常 二 非 常 二良 イ 結 果 ヲ得 テ

居 ル。

最 近 我 々・・「ヂ ア テ ル ミー 」療 法 ヲ 行 ヒツ ・ア リ 他 ノ

療 法 ノ全 ク 数 果 ノ 無 力 ツタ モ ノ が 「ヂ ア テ ル ミー」デ

非 常 二良 ク ナ ツ タ例 ヲ持 ツ テ居 ル。Vibede氏 ・・コ ー

Kソ ・・一 ゲ ン ノFinsen結 核療 養 所 二於 テ283例 ノ粘

膜 結 核 ヲ「ヂ ア テ ル ミー」以 テ193例 夘 チ68ク6治 癒 セ

シメ タNagelschmidt,N.Seemen,Har:sonMagnus

u・Strempel氏 等 ・・「ヂ ア テ ル ミー」デ非 常 二良 結 果 ヲ

來 タ セ ル例 ヲ報 告 シテ居 ル。

手 術 ノ方 法 ・・「コ カ イ ン」、或 ・・「ノ ボ カ イ ン」ノ局 所 麻

酔 ノ下 二圓 形 或 ノ・棒}伏 ノ電 極 ヲ以 テ嶢 キ、其 後 ノ・過 酸

化 水 素 水 ノ含 歎 ヲ行 ノ・シム。 勿論1同 デ ・・充 分 デ ナ

イが 多少 ノ再 獲 ・・外 來 的 二 簡 軍 二 治 療 ヲ 行 フ事 が 出
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來 ル。 ロ腔 粘 膜 ノ廣 面 昌櫨 ル病 竈'・ 痂 皮 ガ 去 ソ テ 後

「ピ オ トロ ビ ン」ヲ用 ヒタ
。(千 葉 聲大 皮 膚科 齋 藤 抄)

淋 疾並 呂 皮 膚 結穫 呂 於 ケ ルMtiller凝 集 亙 鷹

MarfredBrOcker:BeitragzurMellerschenBallungs・

reaktionaufTripPerundTuberculose(Dermat。

Wschr.Bd.101,Nr.33.S.995.1935).

(此 中 結核 二關 ス ル部 分 ノ ミヲ抄 録 ス ル)。

轍 毒 二於 テ ・・Meinicke,MOIRer,Kahn氏 等 ノ潤 濁 反

慮 力●有 ル カ●、Meiniche氏 ハ此 反 慮 ヲ淋 疾 並 二結 核 二

MUIIertCハ 此 反応 ヲ淋 疾;bHaag虹 二Niggemeyer

雨 氏 ハMaller氏 反感 ヲ結 核 二用 ヒタ。

此 毘 二MOIIer氏 反 慮(MBR)ヲ 皮 膚結 核 二用 ヒタ成

績 ヲ記載 ス ♪レ。結 核 二於 テ・・Witebgky,Klingenstein,

虹 二Kahn3氏 ノ反 癒(WKK)ヲ 劃 照 トス。

1.皮 膚 狼 瘡74例

MBR(一)、WKK(一)・ …24例=32%

MBR(十)、WKK(十)・ …17例=23%

MBR(一)、WKK(十)・ … ・7例=10%

MBR(十)、WKK(一)・ …26例=35%

2.皮 膚 腺 病4例 、 皮 膚 疵状 結 核5例 、 潰 瘍 性 皮 膚 結

核3例 、 結 核 性痩1例 。

MBR(一)、WKK(一)… ・2例=15%(疵 状 結 核 、

潰 瘍 性 結 核)

MBR(十)、WKK(十)… ・1例=806(疵 状 結 核)

MBR(一)、WKK(十)・ …2例=15%(皮 膚 腺 病 、

結 核 性 痕)

MBR(十)、WKK(一)・ …8例=62%(潰 瘍 性結 核

2例 、 皮 膚 腺 病3例 、i庇状 結 核3例).r

3.紅 斑 性 狼瘡6例

MBR(一)、WKK(一)… ・2例

MBR(十)、WKK(一)・ …4例

此 虜 二於 テ結 核 二於 ケJレMtiller氏 凝 集 反慮(MBR)

ノ・一 般 二Witebsky,KLingenstein,並 二Kahn3氏 反

癒(WKK)ヨ リ弧 ク表 レル如 シ。

(千 葉 聲 大 皮 膚科 、 齋 藤 抄)

頭 部 尋 常 性 猿 瘡 ノー 例

G.Trenk:ebereinenFallvonLupロsvulgarisder

kopfhaut.(Dermat.Wschr・Bd・101・Nr・49・S・1547.

1935).

頭 部 ノ尋 常 性 狼 瘡 ノ・非 常 二稀 デ ア ル。此 庭 二報 告 ス 〃

症 例 ノ・48歳 ノ 男子 デ1923年 以 來 肺 結 核 ヲ 病 ム。1927

年 虹 二1934年2同 喀 血 ヲナ ス。 肺 臓 所 見 ノ・右 側 上 葉

録 【第14管
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二濁音アリ、呼吸ハ弱ク雑昌シテ坤軌音 アリ。左側ハ

呼氣弧ク吸氣9Ser.1ノ ン トゲンニ俵'1ノメ硬髪結核;

シテ、嗣上葉昌肋膜炎後 ノ億著アリ。

現症ハ1930年 初 メ頭部二、i欠昌嗣側頸部二赤色 ノ小

結節ヲ生ジ、i欠第二損大セ リ。現在 ノ所見ノ・頭部被髪

部二存v.右 側下顎關節 ノ下2横 指,左 側耳翼ノ下方

迄櫨大ス。5「VlvクJ貨 幣大1病 竃 ガ右側下顧角 ノ

下方二在 リ、囚形ニシテ周園二謝 シ明二匿劃サレ.周

邊ハ堤状;隆reer中 心 ハ瀦ZT9二〇rテ木刎伏ナリ.左

側耳翼ノ周園 ニアル放線賦1病 竃ニハ 軟イ赤褐色 ノ

小結節ア リ、直チニ尋常性狼瘡 ト診噺サ レル彫ノデア

'レo

頭 部病 竈 ハ前額 ヨ リ後頸 部 迄 舌状 二脱 毛 ア リ.此 病 竃

中 二塵 々廠 痕 糠 萎 縮 ヲ見,又 塵 々毛 細 管櫨 張 ア リ、 此

廠 痕 ノ・周 邊 二於 テ ノ・強度 二赤 色 ヲ呈 シ.屋 根 瓦 榛 ノ落

屑 ヲ有 シ之 ヲ毛 髪 ガ慮 々貫 イ テ居 り.前 額 部 ニノ・直 々

褐 色 ノ小結 節 ヲ謹 明 ス ル。

診噺 上鱗 屑 疹 並 二 白癬 ハ 問 題 トナ ラ ナ イ ケ レ ドモ 紅

斑 性 狼瘡 力、 或 ハLeloirニ ヨ リ記載 サ レタ所 謂 尋 常

性 狼瘡 ト紅 斑 性 狼瘡 ト ノ混 合 型 カ ト云 フ 事 ザ 問 題 ト

ナ ル ガ、此 場 合 組 織 的 検 査 二 俵 リ典型 的 尋 常 性 狼 瘡 デ

ア リ、 且KapositC等 ハ 嗣 者 ノ混 合 型 ノ・無 イ ト云 ヒ.

本 症 例 ハ尋 常 性 狼 瘡 ト診 噺 サ ル可 キ デ ア ル。

(千 葉 書 大 皮 膚 科 、 賓 藤 抄)

狙 瘡 卜肺 結 核 トノ關 係

Bruner,Edouard,etStanislasWosswicz:Corr61ation

delatubercUloselupiqueaveclatuberculosepUlm-

onaire.(Ann.deDermatTomeNo.6.p.409.1935)

皮 膚 結 核 ノ存 在 ス ル場 合 ニ ハ 肺 結 核 ヲ屡 竃合 併 ス ル◎

余 ノ槍 査 セ ル120例 ノ 皮 膚結 核 患 者 二 就 テ 共肺 臓 髪

化 ヲ示 セ バ次 ノ通 リデ ア ル。

34例 ノ・肺 臓 二 愛 化 ナ ク、i欠 ノ34例 ノ・疑 ア リ、43例

ハ非 活 動 性 ノ肺 結 核 ヲ有 シ、2例 ハ活 動 性 肺 結 核 ノ疑

ア リ、7例 ハ確 實 二活 動 性 肺 結 核 ヲ有 シテ居 タ。

斯 ク ノ如 キ 観 察 ヵ ラ シテ 皮 膚 結 核 患 者 ハ 皮 膚 結 核 ノ

ミナ ラ ズ、常 二全 身療 法 ヲ必 要 トス ル事 が解 ヅ タ。

(千 葉 聲 大 皮 膚科 、 齋 藤 抄)

皮 虐 結 槻 呂 結 核 疹 二 關 ス ル 實 駿 的 研 究

Gat6,J.,p.」.Michcletp.Dugois:Recherches

experimentalessurlatubercUlosecutan6eetles

tuberculides.(Ann.deDeミmat.Tome6,LNo.6,p.

510.1935).
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皮 膚結 核 二就 テ 系統 的、實 験 的、,血 清 學 的 二 研 究 ヲ,

ナ 財、ソ レガ結 核 二隠 ス ル ヤ否 ヤ ヲ決 定 ス,レ事 ハ甚 ダ

興 味 ノア ル事 デ アル。 余t・最 近2年 間 二 於 テ43例 ヲ

検 査 セ リ、 今 共 成績 ヲ示 ス.

血 液 ヨ,り海演 へ接 種t)vモ ノ21例 ア リ其 ノ方 法 ハ鴬

二2匹 ノ海 猿 ヲ用 ヒ1匹 ハ8ケ 月 ノ後1匹 ・・1ケ 月

ノ後 撲 殺 ス。而 シテ是 等 ノ動 物 ノ淋 巴腺 、脾 臓 、肝 臓、

肺臓 ヲ他 ノ海瞑 二 接 種 シ、 此 海 猿 ヲ1ケ 月 ノ 後 撲 殺

シ、 斯 ク シテ3-4回 動 物 令 ノ接 種 ヲ繰 返 スn此 方 法

二依,レ血 液接 種 試 験 ハ21例 中3例 陽 性 デ ア ツ ヌ ノ ミ

デ アル。.'

此 外 同時 二 補胆 縛 向.血 清 學 的 診 断 。 血 液 蛇 二尿 ノ

喰 菌作 用。L6wenstρin氏 法 二依2レ 血 液 培 養 ヲ行 フ。・

L6wenstein氏 法血 液 培養 法 ・・43例 中29例 陽性 デ ア

・リ、AHoin氏 法!血 清 學 的診 断 ・・13例 中12例 陽 性

デ ア リ、 補 胆 縛 向 反磨 ・・33例 中10例 陽 性 デ ア リ、

Vernes反 慮 ・・25例 中11例 陽 性 デ ア ツ タ。 血 液 蛇 二

尿 ノ喰菌 作 用 ン・結 核 疹 二 於 テ 殊 二強 ク ソ シテ 個 禮 防

禦 反慮 ノ非 常 二強 カ ツタ事 ヲ示 ス。

眞 ノ皮 膚結 核 二於 テ ハ 血 液 中 二 結 核 菌 ノ存 在 ス ル事

ガ屡:ア)vノ ニ驚 カサ レル。即 チ皮 盾疵 状結 核 ハ3例

纏 テ 陽性 。結 節 性狼 瘡 ハ11例 中6例 陽 性 。 紅 斑 性狼

瘡 ノ・7例 中2例 陽 性 デ ア ツ タ。 爾 血 液 培養 ハ 述。L互氏

類 肉 腫 ノ1例 二於 テ陽 性、萎 縮 性 並 二壊 疽 性結 核 疹 二

於 テ ハ3例 中2例 陽性 デ ア ツタ。 然 ルニ4例 ノ 多形

性紅 斑(PolymorphesErythem)一 於 テ ノ・只1例 陽 性

デ アツ タ ノ ミデ ア ル。(千 葉 馨大 皮 膚科 、 齋 藤 抄)

皮 膚結 核 二 於 ケ ル 皮 盧 ノ生 物 學 的 機 能 ノ塑 化

Dr.NeA.Schestakowa:VerXnderungderbiologis・

chenFunktionderHautbeiHauttuberculose.(Der'

mat.Wschr.Bd.102.Nr.2.S.44。1936).

Mtiller氏 ノ・Aolan,Kaseosan,Traubenzucker等 ノ溶

液 ノ小 量 ヲ皮 内 二注 射 ス ル ト末 棺 ノ 血 流 中 二 白 血球

ノ減 少 ス ル事 ヲ見 、之 ノ・薬 物 が迷 走 騨 脛 ヲ刺 戟 シテ ー

時的 二内臓 血 管 ガ据 張 シ、白血 球 ノ・循 環 血 液 中二 堆 加

シ、 末梢 血 液 中 ニ ノ・一 時 的 二 白血 球 減 少 ヲ 來 タ ス 爲

デ ァ.7叶 シタ。,Hoff,.Walle期 氏 等 ノ・此 實 験 ヲ追 試 シ

テ此 現 象 ノ確 カナJレ事 ヲ見 、Kartamischew氏 ・・此 現

象 ガ病 的 皮 膚 二於 テ ノ・起 ラナ イ 事 ヲ 實 験 シタ.印 チ

全 易性 ノ傳 染 病 腰 疹 、 第 五期 、 第 皿期 微毒 等。

我 々・・次 ノ方 法 デ 皮 虜結 核 ノ 皮 膚 ノ 生 物 學 的 機 能 ヲ

検 査 ・9!タ。 即 チ其 方 法 ノ・皮 内 二 〇・2cc/Milchヲ 注

o
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射 ン、共 後11時 間 ノ問各10分 毎 二 白血 球 ヲ計 算 ス ル。

注 射後10・-20分 ノ間 二 白 血球 ノ減 少 ヲ來 タ ス モ ノ ヲ

陽 性 ト・yPt。QIIチMOIIer氏 現 象 陽 性 ナ ル モ ノノ・皮 膚

ノ盆 物 景 的 機 能 が保 タ レ、陰 性 ナ'レモ ノノ・生物 學 的 機

能 が障 碍 サ レテ居'レ ノ デ ア ル。

尋 常 性 狼 瘡46例 中36例 陽 性 、10例 陰 性 。1例 ノ増殖

性 狼 癒 ハ陰 性 。 皮膚 腺 病6例 中4例 陽 性、2例 陰 性.

環 状 肉芽 腫2例 中1例 陽 性 、1例 陰 性 。 壇 疽 性 丘 疹 状

結 核 疹 ・・2例 陽 性 、 紅 斑 性 狼 瘡18例 中6例 陽 性 、12

例 陰 性 。 肺 結 核10例 纏 テ陽 性 ナ リ。 而 シテ皮 膚 結 核

ノ皮 牌 ノ生物 學 的機 能 ノ・病 症 経 過 ノ 長 イモ ノ 程 又 重

症 ナ1レ程 障 碍 ヲ受 ク。

斯 ク シテ次 ノ結 論 二到 達 シタ。

1.肺 結 核 二於 テ ノ・皮 膚 ノ生 物 學 的機 能 ノ、得 タ'レ。

2.皮 膚結 核 ノ長 ク存 在 シ且 ツ 強度 ノモ ノノ・此 機 能 ノ

障 碍 ヲ受 ク。

3.尋 常性 狼 癒 ノ初 期 二皮 庸 ノ生 物 學 的機 能 ノ存 在 ス

ル事 ・・皮 膚 結 核 ト護 談 腫 トノ鑑 別 診 噺 二役 立 ツ。

附 、 同 論 文 ノi欠二LejPzig,ノpl'of・Spietho任 ノ批朔

ア リ、 氏 ノ・此 意 見 二反 封 ス。

(干 葉 聲 大 皮膚 科 、 齋 藤 抄)

網 状 配 列 ヲナ セ ル 壊 疽 性 丘 疹 欺結 核

GougerotetW.Stewart:Tuberculosespapul()・n6cro・

tiques,,r6tictl6cs"(Bull.Soc.franc.,Dermat.42.

Nr.3.p.438。1935).ρ

患 者 ハ23歳 ノ女 子 。 初 メ膝 蓋 二小 豆 大 、 帯 青 赤色 ノ

稽 ζ歴 痛 ア ル硬 イ丘 疹 ヲ生 ジ、輕 度 ノ落屑 及 ビ痂 皮 ヲ

有 ス。 硝 子 歴(Diaskopie)二 依 リ黄 色 ノ浸 潤 ヲ残 ス が

狼 瘡 結 節 デ ノ・ナ イ。 丘 疹 ノ・次 第 二密 生 シテ 互 二 融 合

ス ル モ ノア リ、不 正形 ヲナ セル浸 潤 面 ヲ形 成 シ、 此 墜

化 ・・菌 状 息 肉腫(Mycosisfungoides)二 似 タ所 見 ヲ ナ

ス。 或 ハ號 疹 ・・多角 形 ノ網 状 ヲナ シ、共 間 二健 康 皮 膚

面 ヲ残 ス。 獲 疹 ・・徐 々二損 大 シ且 ツ腕 關 節、肘 關 節、

足 關 節 ニ モ蔓 延 シ、四肢 ノ伸 側 二・・丘 疹 が鮎在 ス 。 ヱ

氏 反 慮 陰 性 。 「ツベ ル ク リン」反磨 陽 性。組織 的 ニ ノ・定

型 的結 核 像 ヲ示 サ ズ。Boquet並 二N6gre/antigen

ヲ用 ヒテ輕 快 ス。(千 葉 屠 大 皮 膚 科 、 齋 藤 抄)

輪 環 状 蛇 二貨 弊 状 ヲナ セ ル紅 色落 屑性 結 核 症

H.Gougerdt.,A.Carteaud,etLortat-JacobetO.

Eliagcheff:TuberculoseAunulaireetnummulaire,

6rythemato.squameuse.Bull.Soc.franc.Dermat42.

Nr.3.p.4371935).
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9歳 ノ少 女 。 左 側 太 腿 ノ 内 面 昌2ク 月 前 榊 轡色 ノ 約

30mm大 ノ紅 従 ヲ生 ジ、 胴 不 二陵 起 シ邊 繰'・渡 潤 ス。

中心 部 ハ精 ζ昭凹 シ渡 潤 ナ シ。 鍛 週 ノ 後 此 紅 斑 ノ下

方 約3cmノ 塵 二同様 ノ紅 斑 ヲ生 ズ。 ヱ 氏反 鷹 陰 性 。

「ツ ベ ル ク リ ソ」反 麿 弧 隅 性
。 組 織 的 ニ ハ 表 皮 二 痩 化

ナ ク、乳 頭 髄 ノ血管 用 園 二淋 巴球 雌 二上 皮 様 細 胞 ノ渡

潤 ア リ、 淋 巴管 ハ掘 大 ス。

Solente氏 ノ見 解 二從 ～ 《Spiethoff氏 ノ所 謂Ery・

th
emaannularjscentrifugumtubercul・sum二JMス ベ

ヴ。(干 葉 略 大 皮 膚 科、 齋藤 抄)

FormoZ・chrorophyll∫ ヱ ー テ ル 」溶 液 ノ淋 巴腺 内 注

射 呂 ヨル淋 巴腺 結 核 ノ療 法 。

PaulMoure.BandeetCharlesRouault:Traitment

Ad6nitestuberculeusesparlinjectionintra.lymphati.

quedechlorophylleformal6eensolution6th6r6e.

(Bull.Soc.franc.Dermat.42.Nr.3.p.4561935).

此 薬 物 ノ・組 織 ヲ硬 化 ス ル 作用 ア リ、又 結 核 菌 ヲ死 滅 セ

シム ル作 用 ア ル ラ シク、之 ヲ注 射 シテ後 取 ツ タ淋 巴腺

ヲ海 瞑 二注 射 ス ル ニ何 等結 核 病 墾 ヲ起 サ ズ。

此 藥物 ヲ以 テ治 療 セル症 例 ノ、次 ノ通 リデ ア,レ。

1.慢 性結 核 性 淋 巴腺 炎(翠 ナ ル腺 肥 大)

2.腺 塊(Drttsenpaket)
}

3.腺 痩(Drtisenfistel)

此 中 第2群 ノモ ノデ最 モ良 イ結 果 ヲ得 タ。 注射 ノ・2-一
ら

10aqヲ 最 モ表 在 ス ル淋 巴腺 ヲ撫 指b示 指 トノ間 二 捉

^テ 腺 賓(Sinus)ノ 中 二注 射 スJV。 副 作 用1・ シテ通 常

第1同 ノ注 射 後 二39。C位 ノ蛋 熱 ヲ來 ス。 治療 総 症例

ノ・86例 ア リ、2-6ケ 月 ノ間 二FisteL'・ 白色 ノ昭 凹

セ ザ ル搬 痕 ヲ以 テ治 癒 シ、他 ノモ ノハ 全 ク搬 痕 ヲ形 成

セ ズ治 癒 シタ。 少 数 ノ患 者 ノ・紫 外線 療 法 ヲ併 用 シ、又

少 数 ノ者 二於 テ ・・chlorophyllヲ 静 脈 内 二注 射 シタ。

(千 葉 轡 大 皮 膚 科、 齋 藤 抄)

金 剤 ヲ以 テ ス ル 頽 面紅 斑性 狙 瘡 ノ局 所 的 治 療

GougerotetBurnier:Traitementlocalparlessels

d'ord'unlupus6ryth6mateuxdelaface.R6sultat

6sthetique610ign6excellent・(Bull・Soc・frang・Der-

Mat.42.Nr.6.p.906.1935).

「
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患 者 ハ48歳 ノ女 子。 左 側 頬 部 二高度 ノ覆 潤 蛇 二角 質

増 殖 ヲ有 ス'レ紅 斑 性 狼 瘡 ア リ,痛 竈 皮 下 二金 剣 ヲ注 射

シタ.注 射 ノ・1%Crisalbin瀞 液 二2-3滴 ノnovocain

ヲ混 ジ,之 ヲ1同1aK1週 間 ノ間 隔 ヲ以 テ10回 皮

下 二注 射 ン タ。 共 際 此 藥 州 ガ皮 内 二 遡 入 ラ ナ イ樵 二.

而 ・yテ病 的 皮 膚 ノ紐織 二湛 入 ル棟 二注 意 ス ル.4同 ノ

注 射 後治 癒 二 向 ヒ、10同 ノ注 射 ニ テ全 泊 シ.3年 後 ノ

今11爾 泊 億 ハ 完 全 デ ア ソテ、 再 城 セ メ.駁 疹 部 位 ハ周

圃 ノ健 康 部 二比 シ納1蒼 白 ナ'レ ノ ミ。

(千 葉 轡大 皮 膚 科 、 齊 藤 抄)

バ ザ ン氏 硬結 性 紅 斑 卜嘗 テ 繭 側 下 方 躁 二 衰 レ タ

Eryt』rocy自no5e.

L.M.Pautrier,etA.Ullnio:Eryth6meindur6de

Bazindegdenxjambeschezunemaladeatteinte

ant6rienrementd,6rythrocyanosesymm6triquesus・

malleolaire.(Bu11.Sac.franc.Dermat.42.Nr。6.

p.8591935).

多 ク ノ症 例 二於 テ躁 下 方 ノ封 稽 性Erythrocyanoseガ

結 核 二關 係 ア ル事 ハ明 白 デ ア ル ガ、又 一 方 多 数 ノ症 例

二於 テ内 分 泌 障 碍 が重 要 ナ ル 役 目 ヲナ シ テ 居 ル 事 モ

明 白 デ ア)v。Milian氏 ハErythrocyanoseト ・《ザ ン

氏 硬結 性 紅 斑 ガ同 時 二表 レル ノ 故 ヲ以 テ、 之 ガ 結 核

二 關 係 ア リ トス ル 人 ノ 代 表 者 デ ア ル。 又 少 女 二於 テ

バ ザ ソ氏硬 結 性 紅 斑 ヲ有 スJVモ ノ ニ 後 屡:Erythro-

cyanoseカ 。表v]レ 事 がア ル。

此 虜 二報 告 ス)レモ ノ ノ・初 メErythrocyanose後 二 ・《

ザ ン氏 紅 斑 ノ表 レタ症 例 デ ア ル。 患 者 ハ34歳 ノ婦 人

デ1927年 著 明 ノErythr㏄yanoseヲ 生 ジ甲 状 腺 並 二

卵 集 製 割 、「ク ワル ツ ラ ン^」 等 ヲ以 テー 旦 完 全 二治 癒

'YeR 。1929年 輕 度 ノ 再 腰 ヲ見 .t・ン トゲ ン照 射 二佐 リ

2ケ 月 ノ後 治癒 シタ 。現 在 バ バ ザ ン氏 硬結 性 紅斑 ノ著

明 ノ結 節 ガ左 側躁 蛇 二右 側 腓 腸 ノ外 側 二有 ル。家族 歴

二於 テ ハ結 核 ア リ、皮 膚 反 懸 陽 性 。 肺 臓 二愛 化 ナ シ。

呈氏 反 慮・ 勲一 ン氏 反庶 陰 性 。一 見 シテ盛」正 三 氏 硬結

性 紅 斑 デ ア ル。

附 、Sabouraud氏 ・・Erythrocyanoseノ 結 核 性 ヲ信 ゼ

ズ。(千 葉 馨 大 皮 膚 科、 賓 藤 抄)
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一 般 學 術 雑 誌

結楼冤疫亙廠二關スル研究(3)

結核菌胆蛋白(「クロロホルム1水浸出性蛋白)ノ生

物學的性歌二就テ

山崎政治:(十 全會雑誌、40巻 、7號 、 昭和10年7

月)

人、牛雨型結核菌 ノ「クロロホ'レム」水浸出性蛋白 ノ生

物學的性状 ヲ検スルニ、補盟結合棄及ビ沈降素 ヲ形成

シ得ルモ、 細菌凝集素ハ形成サレズ。 叉結核血清 ト

屡淺特殊補禮結合反慮 ヲ呈ス。 是等抗血清ハ夫 々結

核菌「グリセリン、ブイオソ」培地蛋白、結核菌蛋白(生

理的食盤水浸出性)等 ノ蛋白「アソチゲン」相互間二、

又人、牛雨型相互間二種々ナ,レ程度ノ類囲反慮 ヲ示

ス 。

該蛋白ノ・人、牛雨型 トモ夫 々特殊「ツベ,レクリン」作用

ヲ有ス,レモ、免疫家兎二「ツベルクリソ」皮膚過敏症 ヲ

賦與セシメ得ズ、叉該蛋白ノ注射ニヨリ家兎ノ髄重減

少乃至弊死等ヲ招來スル事少ク、其 ノ毒作用 ハ絵 り著

明二認メラレズ。(大 里内科自抄)

結核冤疫Ere=關 スル研究(4)

結核菌無蛋白合成培養液蛋白 ノ生物學的性状;

就テ

山崎政治=(十 全會雑誌、40巻 第7號 、II召和10年7

月)

人、牛雨型結核菌並二「チモシー」菌 ノ無蛋白培地蛋白

二就テ、 ソノ生物學的性状 ヲ検セルニ、是等蛋白ノ・何

レモ生盟内抗原性 ヲ有 シ、補盟結合性抗盟蛇二沈降素

ヲ形成 シ得ルモ、凝集素ノ・結核菌二就テノミ楡 セルニ

共ノ形成ノ・認メ難 シ、叉結核患者血清二封 シ殆 ド結合

セズ。叉結核菌燐脂質、蝋脂質及ビ「アセ トソ」可溶脂

肪ノ如キ「リポイド、アソチゲソ」二封シテ嚴密ナ,レ特

殊性 ヲ示スモ、菌盟蛋白、「グリセ リソ、ブイオン」培

地蛋白ノ如キ蛋白「アソチゲソ」トノ・種 々ナル程度 ノ類

腐反応 ヲ示ス。叉結核菌 ト「チモシー」菌 トノ各無蛋白

培地蛋白間ニノ・比較的著明ナル特殊性存ス,レモ、結核

菌人、牛雨型間ニハ類隠反慮著明ニテ、共 ノ特殊性殆

ド認メ難 シ。人、牛雨型結核菌無蛋 白培地蛋白ニハ

夫 々「ツベルクリン」作用 ヲ認メ、叉「チモシー」菌無蛋

白培地蛋白モ結核菌 ノ夫二比 シ大量 ヲ用 フル時・・「ッ

ベルク リン」類似 ノ作用ア,レヲ認ム。

是等蛋白ノ淀射ニ ヨ リ正常家兎二「ツベルクリソ」皮

膚過敏症 ヲ賦奥セシメ得 ズ、叉家兎 ノ欄重減少乃至艶

死算 ヲ來スコト極メテ少 〃、共 ノ毒作川ノ・除 リ著明ナ

ラズ。(大 里内科臼抄)

結核冤疫及廠二關スル研究「5)

牛型結核菌蝋脂質 ノ免疫學的性欺呂就テ

山崎政治:(十 全會雑誌、40巻 、7耽 、昭和10年7J])

牛型結核菌蝋脂質 ノ免疫學的性状二關 シテ検セ'レニ、

此物質ノ・生燈内抗原性 ヲ有 シ、翠猫ニテ補盟結合性抗

髄 ヲ形成 シ得ルモ其 ノ能力極メテ弱ク、沈降素、細菌

凝集素・・之 ヲ産生 シ得ズ。 叉結核血清 ト屡 ζ特殊補

禮結合反慮 ヲ呈 ン、牛型結核菌「アセ トソ」可溶性脂肪

b類 鳩補髄結合反雁iヲ呈ス。

此物質ニハ特殊「ツベルクリソ」作用 ヲ認 メ得 ズ。叉正

常家兎二「ツベ,レクリン」皮膚過敏症 ヲ賦奥セシメ得

ズ、叉此物質ニハ毒作用及ビ組織 二及 ボス著明ナル影

響 ヲ認メ得ズ。

此物質ノ免疫家兎ハ後來ノ結核感染 二封 シ或ル程度

ノ抵抗力ヲ得,レモノ・如シ。(大 里内科自抄)

結核冤疫笈感二關スル研究6)

牛型結核菌「アセ トン」可溶性脂肪 ノ冤疫學的性状

二就テ

山崎政治:(十 全會雑誌、40巻 、7號 、昭和10年7月 ノ

牛型結核菌「アセトソ」可溶性脂肪 ノ免疫學的性状二關

シテ、種 々橡セルニ、此物質ハ生盟内抗原性 ヲ有 シ、

翠濁ニテモ特殊補盟結合性抗髄 ヲ形成 シ得,レモ、沈降

素、細菌凝集素 ノ産生ハ認ノラレズ。此物質 ノ抗血清

ノ・結核菌蝋脂質及ビ人型結核菌「アセトン」可溶性脂肪

ト夫 々類隔補盟結合反磨 ヲ呈スルモ、結核菌蛋 白、結

核菌培地蛋 白等1蛋 白「アソチゲソ」トハ嚴密ナル特

殊性 ヲ示ス。叉結核血清 ト屡 ζ特殊補髄結合反慮 ヲ呈

スo

此物質二・・特殊「ツペルクリン」作用 ヲ認 メ得 ズ、叉正

常家兎二「ソベルクリソ」皮庸過敏症ヲ賦奥セ シメ得

ズ、叉健康家兎二封 シ毒作用 ヲ呈スル コ ト少 ナキガ

如 シ、叉此 ノ物質ノ冤疫・・後來 ノ結核感染二封 シ抵抗

力ヲ得,レ事ナク寧ロ抵抗力減弱匂 レが如 キ成績 トナ

レリ。(大 里内科 自抄)

結核冤疫及感二關スル研究(7)
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人、牛雨型結根薗艦痩津ノ抗原性呂胱テ

山崎政治:(十 全會雑誌、40巻 、7號,昭 和10年7月)

完全二脱脂 シ且 ツ蛋白抽出ヲ行 ヒシ人,牛 雨型結核菌

髄残沸 ヲ川 ヒ、種 々ナル免疫學的性状 ヲ検セルニ、該

物質ハ何 レモ生憾内抗原性 ヲ有 シ、補鱒縞合性抗臨

沈降素並 二細菌凝集紫 ヲ形戊 シ得、而シテ共 ノ生慌内

抗原性ハ人型菌肥残澤ハ牛型菌ノ夫ヨリ遙 カニ大ナ

リ。 叉結核患者血清二封 シ腿 ζ特殊補髄結倉反鷹 ヲ

呈 シ、叉結核家兎血清蛇二熱殺紹核菌肥免疫寮兎血滴

二i野シテモ陽性補鯛結合反晦ヲ呈/・。該物質 ノ抗血滴

・・結核菌髄「アソチゲン」ニモ反慮 シ得、叉結核菌培地

蛋白、菌盟蛋白等 ノ蛋白「アンチゲソ」並二結核菌蝋

脂質、 「アセトy」可溶性脂肪等ノ「リポイド、 アソチ

ゲソ」二封シ種 々ナル程度 ノ結合反慮ヲ呈ス、而シテ

人、牛雨型間二・・著明ナル類魁反癒 ヲ認ム。

該物質二・・夫 々「ツベルクリン」作用 ヲ認メ得、叉正常

家兎二「ツベル〃リソ」皮膚過敏症 ヲ賦與 セシメ得 ズ、

叉該物質ノ注射ニコリー時的家兎饅重 ノ減少 ヲ來ス

山崎政治:

人、牛雨型結核菌盟含水炭素ノ免疫學的性状 ヲ楡セ'レ

ニ、何 レモ生饅内抗原性ヲ有セズ、 叉試験管内「アン

チゲン」性極メテ弱ク、結核患者血清 ト時二沈降反庶

ヲ呈スルモ、補盟結合反晦ヲ呈セズ、叉結核菌培地蛋

白、菌饅蛋白各抗血清 トモ反雁iセズ。是等物質ニノ・特

殊「ツベ'レクリソ」作用 ヲ認メズ、又「ツペルクリソ」皮

膚過敏症 ヲ賦與セシメ得ズ。叉家兎ノ髄重減少乃至驚

死 ヲ招來スル事アリ。叉是等物質・・結核海猿蚊二受

働的二感作セラレタ7レ海瞑二封 シ、過敏性「シヨック」

死 ヲ惹起セシメ得ズ。(大 里内科自抄)

結核冤疫笈感二關スル研究(9)

結核菌「グリセリン、ブイオン」培養液ヨリノ酒精

不溶性物質ノ抗原性二就テ

山崎政治:(十 全會雑誌、40巻 、7號 、昭和10年7月)

人、牛雨型結核菌「グリセリソ、ブイナソ」培地ノ酒精

不溶性物質、ソノ中二含マル蛋白盟及ビソノ残 リノ物

質等二就キ、種 々ナル生物學的性状 ヲ検セルニ、「グ

ブ」培地 ノ70%酒 精不溶性物質ノ・生盟内抗原性 ヲ有

スルモ、甚ダ劣弱ニシテ、僅 カニ補盟結合性抗盟 ヲ輕

モ、弊死スル事稀ニシテ其 ノ毒作用ノ・絵 リ著明ナラ

ズ。(大 里内科 自抄)

結核冤疫Ere=關 スル研究(8)

結核菌彊含水炭素ノ生物學的性状=就 テ

(十全會雑誌、40巻 、7號 、昭和10年7月)

録 【第6・ 巻

度二塵生 シ得'レモ,灘 線,細 菌凝集素 ノ形戊・・認メ

難 ヴ。是等物質ハ何 レモ紹核血清 二謝 シ,時 二緬艦結

合鵬 及ピ沈降反堀 ヲ呈ス'曝 ア'匠 極 ノテ弱〃・唯

彊自開ハ比較的強ク紹倉反慮 ヲ旦ス、又「久 プ」培地

ノ酒輔不溶性物質 ・抗血清ハソノ中二含マル 盃白盟

及ビ残 リノ部分二謝 シ夫 々類罵反慮 ヲ昼ス.叉 人,牛

雨型間ニハ著明ナ,レ類魅反慮 ヲ示ス。 叉是等物質二

・・夫tttl」i:Efkfツベ'レ〃リソ」作用 ヲ認メ得・ 久湖 挽

疫;9リIE常 家 兎二「ツペ'レ列 ン皮 膚逝敏症 ヲ賦輿

セ〃 得ズ.叉 「ク・,プ鵡 地 ・酒情不溶性物質ノ注射

乙ヨリ正常家兎ノ燈電減少蛇二蝿死 ヲ來スコト極メ

テ稀ニンテ、其 ノ毒作珊ハ絵 リ著明ナラフ1.

(大 里内科rl抄)

結核冤疫笈感二關スル研究「10)

牛型結核薗燐脂質ノ冤疫學的性欺二就テ

山崎政治:(十 全會雑誌40巻 、7競.昭 和10年7月 ノ

牛型結核菌燐脂肪 ノ免疫學的性状二關 シ.種 々検セル

ニ、該物質・・輩掲 ニテモ生盟内抗原性 ヲ有 シ、 補鰐

結合性抗盟並二沈降素 ヲ形成 シ得 ルモ、細菌凝集素 ノ

産生ノ・認メラレズ。 叉結核血清 ト屡 ζ特殊補髄結合

反応 ヲ呈ス。該物質ノ抗血清・・人型菌燐脂質、牛型菌

蝋脂質、「アセトソ」可溶性脂肪等 ト或 ル程度ノ類隠補

髄結合反慮 ヲ呈ス。叉或ル程度迄 ノ特殊「ッベル〃リ

y」作用 ヲ認メ得。 而 シテ「ツベルクリソ」皮膚過敏症

ヲ賦奥セシメ得 ズ、叉該物質 ノ注射ニヨリ家兎ノ饅重

減少或 ・・弊死ヲ來ス事ナク、共 ノ毒作用ノ・殆 ド認 メ

ラレズ。(大 里内科 自抄)

腹膜炎二關スル統計的観察

本田順一郎:(十 全會雑誌、40巻 、6號 、昭和10年7

月)

著者・・大正14年 以後、昭和7年 末迄 ノ金澤馨科大學

大里内科外來患者及 ビ大正13年 夏以降昭和7年 末迄

ノ同内科入院患者二關 シ、外來患者二於テ・・結核性腹

膜炎及 ビ腸間膜淋巴腺結核 ヲ圭 トシテ統計 ヲ試 ミ、共

他 ノ腹膜炎二就 テノ・軍二駁生頻度 ヲ調査 シ、叉入院患

者二就 キテノ・專ラ結核性腹膜炎二關 シ観察 シ、i欠ノ如

キ成績 ヲ得タ リ。

該統計年間ノ外來患者線数ノ・35788名 ニ シテ 腹膜炎

患者総数ノ・2692名 ニ シテ約7.5%二 當 リ、 腸間膜淋

巴腺炎ノ・667名 ニシテ約1.9%ヲ 占メ、 更二2692名

中結核性腹膜炎患者ノ・2577名(95.8%)ニ シテ非結核

性腹膜炎患者ノ・115名(4・2%)ナ リ。而 シテ北陸地方
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二於ケル結核性腹膜炎ノ罹病頻度(7.29の ハ外國及ピ

本邦ノ他地方二比 シテ精 ζ多数デアル。

結核性腹膜炎ノ罹病頻度ハ女性(11.7%)二 高 ク男性

(4.2%)ノ 夫 〃 約3倍 弱 ヲナス、叉年齢的素因・・25

歳以前二於テ著明二認 メラレ,レ。

結核性腹膜炎ノ結核性合併症中、肺結核及 ビ肋膜炎 ノ

年齢的観察二於テ著 シキ性的差異ヲ認メタ、即チ蘇

二36歳 以後二於テ男ハ肺結核 ヲ合併スル李 ガ年齢 ヲ

加フル毎二堵加スルニ反 シ肋膜炎ヲ合併スル率力●年

齢ヲ加フル毎二減少シタ。女ハ全 ク此 ノ反封デアル。

而 シテ結核性腹膜炎ノ過牛数ハ結核性合併症 ヲ有 シ

ナイ、結核性合併症中、肋膜炎最モ多ク、肺結核之二

次イデ多数ヲ示ス。 又温性腹膜炎ガ夫 レ自身 トシテ

現 レル場合ヨリモ、温性肋膜炎二合併スル場合ガ多数

デアノレ。

結核性腹膜炎中、腹水型二於テハ赤血球及ビ血色素が

最モ髪動ガ少イ、且白血球増多症モ著明デナイ。肋腹

膜炎二於テノ・赤血球二比 シテ血色素減少力'著シク、白

血球増多症 ヲ認 メラレルコトガ少イ。 肺結核 ヲ合併

スルモノニ於テノ・赤血球二比 シテ血色素減少ガ著明

デアリ、腸結核ヲ合併スルモノニ於テハ赤血球及ピ血

色素 ノ著 シキ減少 ヲ認メル。 嗜中性白血球ノ・結核病

勢ノ培進二磨 ジテ培加スルト云フ設 ヲ結核性腹膜炎

二於テモ認メタ。叉淋巴球・・肺結核、腸結核 ヲ件フモ

ノ及ビ腹水型二於テ共ノ病勢屠進二慮 ジテ減退スル

事實ヲ示シタガ、其 ノ他 ノ型二於テノ・必ズシモソウ

デノ・ナイ、殊二温性肋膜炎二於テ・・特別ナ關係 ヲ示シ

テヰル様二思フ。嗜酸性白血球二於テモ略 く淋巴球二

於ク,レト同様 ノ結果 ヲ得タ。

結核性腹膜炎二於テピルケ氏反慮 ノ・大部分ノ・陽性デ

アツタ、腹水型及ビ肋腹膜炎二於テ殊二陰性李が少カ

ツタ。非腹水型二於テノ・20歳 以前二陰性率稽:多 イ

ガ、以後二於テ減少スル。

結核性腹膜炎二於テ現JV・ 便通障碍ノ・約20%弱 ノ割

合ヲ示シ、便秘ノ・女二多ク、下痢ノ・男二多〃、又月経

障碍ノ・凡ソ牛歎二認メタ。

結核性腹膜炎 ノ豫後ノ・共 ノ病型又合併症ノ性質ニヨ

リ異ル、腹水型二於テ良 ク、非腹水型二於テ不良デア

ル。灘性肋膜炎 ヲ件 フ場合・・腹水アル場合ノ・不良デ、

之二反シ腹水 ヲ謹明シナイ場合ハ比較的良好デァル、

20歳 以前 二於テ殊二是等ノ相異 ガ著 シイ、肺結核 ヲ

件 フモノハ全 ク豫後不良デ、腸結核 ヲ件 フモノモ之二

録 塀

次イデ不良デアル。

結核性腹膜炎 ノ大部分ハ納核性既往症 ヲ有 ヴテヰナ

イ、殊二肋腹膜炎二於テ然 リデアル。

結核性膿膜炎二凱スル治療法中.炎 症症状著明ナルモ

ノニ樹 シテハ「レソトゲソ」治療℃太陽燈治療ノ、成績不

良デ、之二i射シテ「カルシウム」注射ノ・良数 ヲ得テイ

'レ。炎症症状著 シカラザルモノニ封 シテハ「加レシウ

ム」注射ハ成績不良デアツタ、殊二肺結核 ヲ合併スル

モノニハ愼ムペキデアル トイフ結果 ヲ得タ。

(大里内科山崎政治抄)

結棲補彊結合a血=■ スル研究(第5編)

結核補髄結合笈感術式=就 テ

中島信一:(十 全會雑誌、40巻 、6號.昭 和10年6月)

最 モ剴切ナルペキ結核補髄結合反慮術式 ノ確立ヲ期

シテ實験 シ、先ヅ器具、血球浮游液 ノ調製、補髄探

取、「^モ リヂン」債測定、血球感作、「アソチゲソ」検

定、溶血系統ノ量的修正、血清非働操作蛇二抗山羊血

球正常 「ヘモリヂソ」分解操作等 ノ結核補饅結合反慮

豫備操作二就 キ種 々ナル重要事項 ヲ違べ、更二i欠ノ如

キ種 々ナル事項 ヲ述ペタ リ。

働性血清使用 ニヨル結核補盟結合反慮ノ・理論的見地

ヨリ考フルモ、非特殊性反慮ヲ表ハスコト多クソノ結

果ノ・信惹 シ難 ク、結核補盟結合反慮ニノ・非働性血清 ヲ

用 フベキナ リ。

結核補盟結合反慮二於ケ,レ定量試験 トシテノ補髄堆

進法・・血清退減法二優ツテキル、叉補饅培進法二於ケ

ル被槍血清 ノ使用量ハ0.1cα ヲ以テ適當 ト認メル。

被検人血清 二於ケ,レ抗山羊血球正常「ヘモリヂン」ノ

存在・・、往 々反晦度 ヲ減弱セシメ、或ハ陽性血清 ヲシ

テ陰性二終 ラシメル事ガアル、故 二被検人血清二於ケ

ル抗山羊血球正常「ヘモリヂy」ノ影響 二封ス,レ防止策

トシテノ・、山羊血球 ヲ以テノ寒冷吸牧操作ヲ以テ最モ

合理的 ト考ヘタ リ。

補饅結合反磨二於ケル血清、「アソチゲソ」、補饅ノ注

加順序二關シテノ・、常二補髄 ヲ最終位二置クペキデア

リ、然 ラザル時ノ・「アンチゲソ」乃至血清ノ抗補饅作

用 ノタメニ、本來ノ特殊結合度 ヨリモ高イ値ヲ得 ル事

アリ、伺ホ補盟 ノ注加二先立チ、血清及ビ「アソチゲ

ン」ノ混合物 ヲ室温二5-10分 間放置スル事ニヨリ特

殊結合度ヲ増強セシメ得ル事 ガアル。

結核補盟結合反慮 二於ケ,レ第一次反慮ノ・艀竈内1)/2

時 間 ヲ以テ適當 ト認 メ、 叉第二次系ノ使用量 トシテ
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・・,2・5%感 作血球浮瀞液(「《モリヂンi3服 位20.2qq

ヲ以 テ好適 ト認メル。

結核補臆結含反晦ノ第二次反雁レ・水槽法 ヨリ毛卿磁

法ニヨルヲ以テ得策 トシ、.叉第二次反慮時閥二關 シ、

被槍血清 ノ少敬ナ'レ場合ニノ・凱照管 ノ溶血完了 ヲ限

度 トスベ〃、多倣血清 ヲ同時二橡査ス,レ場合ニハ、一

律二45分 ノ反感時間ヲ奥 フlvヲ 以テ適當 トス。

結核輔憧結合反慮二於ケ ル試験管内全容ハ1・5aα ヲ

以テ適當Mcaメ 、 叉反慮成績ノ看取ハ皿Inkubation

ノ直後二於テナスヲ得策 トス、叉ユ氏反慮陽性血清二

於ケル非特珠性結核補儘結合反慮へ 適欝ナ'レ「アン

チゲン」ト適切ナル術式ノ併用 ニコリ最小噸二迄引下

ゲ得'レモノ・如 シ。(大 里内科、山崎政次抄)

結核個腫ノ脂質代謝二關スル研究

第1報 肺瘍屍諸臓器ノ脂質含量=就 イテ

倉重外幾雄:(十 全會雑誌、第40巻,第9號 、3734頁)

著者ハ結核個禮 ノ脂質代謝二關スル研究 ノ第一歩 ト

シテ結核個髄ノ諸臓器二於ケル脂質含量 ノ生化學的

楡索 ヲ進メ、人胆肺虜屍ニテ得タル成績 ヲ次 ノ如ク遠

ペタリ。

A・ 非結核個盟ノ臓器脂質ノ分布ハ

1.線 脂酸量

副腎二最モ多ク4-3%、 肝之二次ギ2.5--2%、 腎、

脾、肺、睾丸等デノ・2-1%、 心筋、骨潴筋及ビ甲状

腺ノ順二1%叉 ハヨリ以下、

2.縄 「コvス テ リソ」量

副腎二最モ多〃5-3%、 肝、脾、腎、肺等二遙二少

ク0.3-0.2%、 心筋、骨潴筋、甲状腺等・・0.1%前 後

3.「 レチチy」量

副腎ニテ最モ多ク3-2%、 肝、腎、肺、睾丸、脾.ノ

順二2--1.5%、 心筋、骨賂筋ニテ約1%、

B.結 核個饅内二於ケル脂質 ノ分布.

1.結 核組織 ノ脂質含量

結核組織 ノ脂質 ノ内、総脂酸量並ビニ線「コレステ リ

y」量ノ・結核性病竈ノ進行度 二虹行・yテ堆量スJV、 帥

チ乾酪愛性竈デハ最モ多量デアリ、結節 ヲ含有スル

該周線組織デハ之二次ギ、膠様組織 ニテノ・結核組織 ヨ

リモ少ク、健存部ヨリモ多イ、然 シ更二簸痕化セバ再

ビ減退ス7レ、脂質Fraktionノ 内、「レチチン」量 ノ漕

長 ハ不定デアル、脾、腎、肝 ノ結核結節包含組織 二就

テモ輕微デアルカ●、以上肺臓ノ結核組織二就テ得タル

成績 ト略 ζ相似タ關係ヲ認 メラル。

録 【第14巻

2.納 核個槻ノ非紹核臓器(叉 ハ紺織ノノ脂質含量紹

核個需肺臓 ノ非結椥 徽 デへ 遊醐 コ〃 テ リソ」量

ノ僅少ノ鞭 が認メラレ'レガ、聴 ノ轍 器ノ内大

多敬 ノ脾,腎 、心筋、骨儲筋、甲胱腺、睾丸等ノ非紹

核組織 ノ脂質含量ノ・甥照屍 ノ夫昌比 シ殆 ド大同小異

デアル、但 シ脂肪肝勉ビニ副腎ニテハ脂筋 ノ愛動ノ・

顯著デア'レ。

C.故 二非結核屍 ト結核屍 ノ所見ヲ通 ジテ 罐臓器脂

質ノ分布 ヲ鳥轍的二比較戯寮スル時,結 核屍二於 テハ

結核紐織 ノ脂質ノ堆量 ト副腎二於クル脂質嫁 二「コレ

ステリン、↓ステ2VJノ 著減 ヲ以テ特異 ノ所見 トノう

贋 く脂肪肝 ノ合併モ認メラレル。

D.結 核組織二於ケル脂質ノ性状ハ

1.線 「コレステリン」量ノ増量ハ遊離 コレステ リソ」

量 ノ増加二由來・y、此 ノ際「コVス テリン、エステル」

量ハ略 ζ一定ナリ。

2.結 核竈ノ線脂酸量ノ培加率 ハ㊥36.6%デ アルザ.

線 「コvス テリン」量 ノ増加率 ハ㊥115%ヲ 示ス。

E.結 核屍 ノ脂肪肝ハ総脂酸量ノミノ増量二・yテ、此

ノ際「コレステリソ」叉ノ、「レチチン」量 ノ増量ハ輕微

二過ギナイ。

F.結 核屍ノ副腎脂質

1.脂 質各Fraktionノ 内「コvス テリン、エステJレ」

ノ減少ガ最モ著明デアツテ、針照屍!1/1sヲ 示 シテヰ

'レ(減少率eg3%)、 此 ノ際、纏脂酸量遊 ビニ「vチ

チソ」量 ノ減少モ見ラレルが其 ノ程度ノ・遙二輕度デア

リ・封照ノ大約7割 二相當スル(減少率e30%前 後)

2.肺 臓 二於ケル陳奮性結核性病竈ノ存在ハ、副腎 ・

「コレステリソ」量 ヲ劇減セシメナイ。

3.肺 瘍屍二、泌尿器結核症 ノ輕度 ノモ1ヲ 合併ス

ルトモ、副腎脂質含量ノ・壇量セザルノミナラズ、正常

値ニサヘモ達シナイ。

4・ 肺瘍患者血液脂質 ト副腎脂質・トノ間二量的二並

行的清長關係ガ存スルモノ・如クデアル。

G・ 非結核性疾患屍7例 ノ副腎脂質ノ検索 力 ラ從來

ノ副腎脂質二就テノ知見ヲ補遺 シタ。

H・ 臓器脂質 ノ殊二量的槍索へ 生化學的検索 ヲ圭 ト

シ、組織化學的検索ヲ從 トスベシトナス先人ノ所訊二

左祖スル。(大 里内科、山崎政治妙)

結棲個腹ノ脂質代謝=關 スル研究

第2報 責駿的結核家兎 ノ諸膿器脂質含量3就

テ
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倉 重 外幾 雄:(十 全 會 雑 誌 、 第40巻 、 第10號 、

4253頁)

著 者 ハ比較 的 慢 性 良 化 ノ経 過 ヲ ト レル13頭 ノ實 験 的

結 核 家 兎 二 就 テ 共 ノ諸 臓 誰 含 有 ノ脂 質 ヲ生 化 學 的 二

槍 索 シ、 次 ノ如 ク結 論 ス。,

1.家 兎 ノ結 核病 竈 二 於 テ モ 亦 「コ レス テ リ ン」肚蛛

二「コ、エ ス テ,レ」赴 ノ激 堆 ト総 脂 酸 樋 ノ相 當 ノ増 加 が

詮 明 セ ラ1/ル 、而 カモ 共 ノ増 加 率 ハ鑛 二人 類 肺 紺 織 ノ

ソ レニ テ得 タ,レ値 二 比 シ テ ハ 高渡 デ ア ル。 家 兎紹 核

竈 デ ハ完 全 ナ ル 乾酪 化 二 隅 ラ ザ'レ トモ「コ」征 ノ 増伽

奉 二極 メ テ頚 著 ナ ル モ ノが ア,レ、郎 チ病 竈 ノ陳 侮産 二

・・並 行 デ ナ イ、此 ノ貼 ニ テ モ人 肺 組織 ニ テ謹 明 シタ ル

所 ノモ ノ トハ異 ル モ ノ が アル、結 核竈 ノ「コ」量 ト総 脂

酸 量 トノ間 ニ ハ必 ズ シ モ並 行 的或 ハ 拮 抗 的關 係 ハ 存

シナ イ。

2.結 核家 兎 ノ副 腎 脂質 ノ内 「コ、エ ス テ ル」量 ノ培 減

ハ不 規 則 デ ア ツ テ、 一 律 デ ・・ナ イ が13頭 ノ卒 均 値 ト

シテ ハ健 常家 兎 ノ値 二比 シテー50%ノ 減 少 率 ヲ示v

タ(即 チ1/・.量)、 肺 二高 度 ノ病 竈 ヲ有 セ ル家 兎 ニ テ モ

其 ノ副腎 ノ脂 酸 量 ・・決 シテ 人 盟 二 於 ケ ル ソ レ ノ如 キ

激 減 ヲ示 サナ イ。 結 核 家兎 副 腎/総 脂 酸 量 ハ 人 饅 結

核 屍 ノ夫 二反 シテ寧 ロ多 ク ハ培 量 シ タ。副 腎 ノ脂 質 含

量 ト肺 二於 ケ ル 病 竈 ノ 程 度 或 ノ・結 核 感 染 後 ノ 日数 ト

ノ間 ニー定 ノ關 係 ハ認 メ ラ レナ イ。

3.結 核 菌 ノ接種 後54日 以 上 ヲ経 タ家 兎6頭 ノ脾 臓

デ ノ・例 外 ナ ク「コ」ノ培 量 ヲ詮 明 シ タ。此 ノ際 必 ズ シ モ

総 脂酸 ノ壇 量 ヲ件 ノ、ナ イ。

4.結 核家 兎 ノ爾 除 ノ諸 臓 器 ノ内 、脂 質 亭 均 値 二幾 許

カ ノ培 量 ノ傾 向 ア ル モ ノ ハ 睾 丸、 肝(殊 二「コ、エス テ

ル」量)及 ビ腎(殊 二脂 酸)デ ア リ、 血 液 、 心 筋 、股筋 デ

ハ不 定 デ ア ル。 卵 稟 デ ノ・例 歎 少 〃 且 ツ 生理 的愛 動 多

キタ メ明言 ヲサ ケ ル。

5.結 核 感 染 後 ノ生 存 期 間 ト臓 器 脂 質 量 ト ノ 間 二 劃

然 タル關 係 ノ見 ラ ル ・ノ・前 述、脾 臓 ノ 「コ」値 デ ア リ、

腎 臓 ノ総 脂 酸 量 ニ テ モ輕 微 ナ ガ ラ窺 バ レル。

6・ 人 類 肺 瘍 屍 ノ諸 臓 器 叉 ノ・組 織 ノ 含 有 脂 質 二 特 二

異 リタ ル所 見 ヲ呈 ス ル ノ ノ・.前 述 ノ肺 ノ結 核乃 至 乾酪

組 織 ノ脂 質 ノ状 態 並 ビ ニ副 腎 二於 ケ,レ 脂 質 ノ 含 量 デ

ア1レ。

●7
.結 核 家 兎 諸 臓 器 間 デ ハ 含有 脂 質 ノ 上 カ ラ ハ 並 行

・的 叉 ハ拮 抗 的 關 係 ノ・全 然認 メ ラ レナ イ。

(大 里内 科、 山 崎政 次 抄)
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結核個艦 ノ脂質代謝=關 スル研究

第3報 實駿的結核眼兎並ビ昌海狽二及ボス肝

油添加食飼養ノ影■二就イテ

倉重外幾雄:(十 全會雑誌、塘11巻 、第2耽,634頁)

著者ハ家兎及ビ海狽 二賞験的結核症 ヲ滅起セヴノ,是

算二封シ肝汕添加食ヲ投奥 シ共ノ影響 ヲ仔細二観察

シタ。

1.納 核家兎 ノ諸臓器脂質含硅ヲ、腹腔内接種ニヨル

慢性経過 ノ際 ト解脈内注射ニ コ'レ比較的急性経過ノ

際 トニ別チテ戴察スルニ、前者ノ場合ハ後者ノ場合二

比 シテ織脂酸髄殊二「コレステリン」樋ノ・諸臓器ヲ通

ジテヨリ多 シ。

2.健 常海猿諸膿器脂質ノ各Fraktion含 埴ノ・大盟 二

於テ家兎二於ケル知!b相 一致スルモノア'レモ、1。2

共 ノ含量二輕度 ノ相異ヲ示スモノがアル。

3.實 験的結核症(腹腔内接種)ノ場合二於ケル家兎及

ビ海猿ノ諸臓器脂質含量ヲ比較封照スルニ、結核性病

竈包含組織 二於ケル「コレステリン」ハ 多〃ノ臓器ニ

テ増 肚ヲ認 ムルモ、海猿肺 ニテハ著塑ヲ見出サズ、叉

結核家兎ノ副腎 ノ場合共ノ脂質ハ正常値叉ハ堆量 ヲ

示スモノ多 カリシニ封 シ、海瞑ノ夫 レニテへ 「コ」量

並 ビニ「レ」量ノ・θ30%以 上 ノ減少率 ヲ示 シタ事ハ著

シイ相異デア,レ。

4.結 核獣ノ全血液ニテ・・、肺病竈叉ハ全均結核竃 ノ

蔓延二如何二高度 ノモノア リトモ、其ノ脂質含量二減

少 ヲ來セルモノニノ、逢着 シナイ。

5.人 類肺傍屍ノ副腎脂質含旦並 ピニ家兎及 ビ海狽

ノ副腎脂質含量等ノ所見ヲ綜合スルニ、副腎脂質殊二

「コレステリン」ノ減少ヲ以デ結核ノ経過二封 シ第1

義的ノ意義ヲ有スルモノト思考スルヲ得ナイ、寧ロ結

核個胆 ノ相當長期ノ榮養或ハ結核病竈並ビニ諸臓器

組織内ノ脂質分布ノ塑動ヲ伴フ第2義 的ナルモノb

見倣 スヲ得ム。

6.肝 油添加食飼養 が結核家兎 ノ結核組織内非結核

組織 ノ脂質 二封 シ如何ナ」レ影響 ヲ奥ヘシカヲ各Frak。

tion別 二綜括 シテ

a)線 脂酸:結 核家兎 ノ肝、心、副腎ニテハ著饗ナキ

モ、肝油添加食投與ニヨリテ・・、正常家兎二於テモ亦

結核家兎二於テモ総脂酸 ノ墳量 が顯著デアル。 正常

家兎二肝油添飼 ヲ行フモ共ノ肺、脾、睾丸、腎ノ線

脂酸量ノ堆加ハ著 シカラザノレニ、結核家兎ノ夫等臓器

ニテ・・堆最 シ、飛ネテ肝油添飼 ヲ施 ス場合ニモ培量ス
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ル。 故 二結 核 家 兎 昌肝 汕 添 例 ヲ行 フ時 へ 殆 ド金 臓 器

(共 ノ結 核 組 織 ト非 結 桝1職 掬 レ トヲ 問 ・・ズ)二 相 常

著 明 二線 脂 酸 ノ塘 冊 ヲ來 シ、此 際 血液 ニ テ殊 二署 明 デ

ア ル。

b)「 コVス テ リ ン」:殆 ド全 臓 器 ニ テ、 肝 油 添 何 ニ

ヨ リテ モ亦 結 核 接 禰 ニ ヨ リテ モ1コ1ハYRIK-z2v、 然 シ

テ 粘 核 組織 タル ト非縞 核 組 織 タ♪レ トヲ 問 ノ・ナ イ。 殊

二縞 核 症 ノ血 液 「コ」椴 ハ肝 汕 添 伺 ノ場 合 其 ノ壇 加 琳 ハ

諦 臓 器 中最 モ大 デ ア ル。

C)「 レ チ チ ソ」:正 常 家 兎 ノ肝 、 睾 丸、 心 、腎 ノ「V」

量 ハ肝 油 添 伺 ニ ョ リ著 明 二増 肚 ス'レ。然 シ紹 核 家 兎 ノ

夫 等 臓 器 ニ テ ハ減 少 ス,レ、後 者 ノ場 合 肝 油 添飼 ヲ粂 ネ

シム ル モ俵 然 「レ」11レ・減 少 シ テ ヰ ル、 叉肺(結 節包 含

組 織)及 ビ副 腎 、 全 血 ニ テハ 肝 油 投 與 二Sリ テモ 亦結

核 接 種 二Sリ テ モ「レ」:'1ソ'堆lj:ス)tz。
ノ

7.同 様 ノ關 係 ヲ結 核 海 瞑 二就 テ観lv二 、

a)総 脂 酸:正 常 海 狸 ノ心 、 筋、殊 二肝 ニテ ハ 肝油 添 、

飼 二9リ テ 総 脂 酸 量 ハ 著 壇 ス7レ。 結 核海 狸 ノ肝 ニ テ

モ 同標 ノ虞 置 ニ ョ リ、彼 二劣 ラ ザ,レ堆 量 ヲ示 ス、 爾 絵

ノ臓 器 デ ノ、共 ノ堆 加 ハ 著 明 デ ナ イ。

b)「 コ レス テ リ ソ」:海 狽 結 核 肺/「 コ」ffレ・結 核 接

種 ニ ヨ リテ モ、肝 油 添 飼 二nリ テ モ夫 等 ノ影響 ヲ受 ク

ル事 少 ク、 其 ノ態 度 二特 殊 ノモ ノ存 ス ル が如 シ、副腎

「コ」量 ハ結 核 接 種 群 ニ テ減 量 ス ル が肝 汕添 伺 ノ影響 ヲ

受 ケ ナ イ、 共 他 ノ臓 器 ニ テ・・著 蔓 ・・ナ イ。

♂)「 レチ チ ソ」:正 常 家 兎 ノ肺 、 肝 、 副 腎 、腎 ニテ ハ

肝 油添 飼 ニ ヨ リ「レ」ノ増 量 ヲ 見 ル ニ 係 ラ ズ、 結 核 症

ニ テ 同 一 ノ虎 置 ヲ行 フ トモ、夫 等 臓 器 ノ「レ」ノ・培 量 セ

ズ、 寧 ロ減 量 ス ル モ ノが 多 イ、結 核 海狸 脾 ノ埋 死 竈 ニ

テ ハ 上 記 ト同一 ノ態 度 ヲ トル が、未 ダ壌 死 二昭 入 ラザ

ル結 節包 含 組 織 ニ テ ノ・寧 ロ却 ツ テ堆 最 スル。

8.健 常 家 兎 二良 好 ナ ル影響 ヲ與 フル 添 加 肝 油 量 モ、

實 験 的結 核 家 兎 ノ経 過 ヲ不 良 ナ ラ シメ,レ。

9.海 狽 二於 テ ノ・明 二不 良 ナ ラザ,レ迄 モ、決 シテ良 好

ナ ル影 響 ヲ與 フル モ ノデ ノ・ナ イ。

10.以 上 ノ如 キ結 核 経 過 二封 ス ル 不良 ノ影 響 ヲ賓 験

的 結 核 賦 臓 器脂 質 ノ 質 的 蛇 ビ ニ 量 的分 布 状 態 ヨ1,訊

明 セ ム事 ハ余 ノ成 績 ヲ以 テ シテハ 困 難 デ ア ル。

11.櫨 ツ テ本 篇 ノ成 績 ヨ リ観 ル時 ・・、 少 クモ 家 兎及

ビ海 猿 ニ テ ノ結 核 二關 ス ル限 り、脂 質 二榮 養 素 トシ テ

ノ意 義 以上 二 直接 結 核 ノ 治 癒 催 進 的意 義 等 ノ 附 與 ヲ

認 メ難 イ。(大 里 内科 ボ 山崎 政 次 抄)
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結穫性腹膿炎ノ護生昌開スル實駿的研究

其4薗 ノ大量棲種呂ヨル康兎縮核症

荒尾11シ僑;(十 全Q雑 蹄b第40巻.第10競 、4582頁)

著者・・大騒(1.Oaa中10.Omg.含 有牛型結核菌浮瀞液

1.0ウ ノ結核菌 ヲ既感染及 ビ未感染動物ノJ{・解脹二

荘入接種 ヲナンテ、 共ノ各部臓器組織殊二腹膜、肺及

ビ肋膜 二就 キ輔細 ナル槍禦 ヲナシタリ。

1。 大量紹核菌ノ血行性接種二eリ テノ・初感染ノモノ

ニ於テモ飛感染 ノモノニ於テモ腹膜蛇二肋膜 ニハ紹

核菌ヲ醗明セズ.夫 等ノ部ニハ縞核竃 ヲモ形戒 セズ.

2.結 核 性肋膜炎ハ肋膜二接スル肺紹核竃二件ハ レテ

葱起セラレタリ。

3.大 凝結核菌接種 ニヨリテ起ル各部臓器ノ結核性愛

化ハ初期 ヨリ大服核細雁(上 皮襟細胞ノ反慮一シテ、初

期多形核白血球反磨 ヲkト セルモノ並 二共 ノ基礎 ノ

上二生ジタリト認 ムベキ結核竃ハ之 ヲ見ズ。

4.初 感染結核竈二於テハ大軍核細胞少ク.小 圓形細

胞多シ、重感染 ノモノニ於テノ・大軍核細胞著 シク多ク

小圓形細胞浸潤少 シ。

5.各 部臓器殊二肺二於テハ初感染ニアリテノ・病愛輕

微ニシテ病竈小ナレドモ、重感染 ノモノニアリテハ病

愛著 シク高度ニジテ急激二進行 シ病竃大ナ リ。

6.初 感染結核竈二於テノ・大軍核細胞少 ク徽小ナル病

癒二於テモ結核菌多ク、重感染 ノモノニ於テノ・大軍核

細胞多ク病竈大ナレドモ結核菌著 シク少 シ。

(大里内科、山崎政女抄)

腸結核症 ノ頚生二關スル責駿的研究

高木直三二(十 全會雑誌、 第41巻 、第1號 、263頁)

著者ノ・成熟家兎ヲ使用 シ實験的二結核菌ノ経ロ感染、

非経ロ感染(静 脈内注入、氣道内注入、腹腔内注入、

輸卵管勢課部塗布並 二輸卵管内注入)ニ ヨル腸結核症

號生二關スル病理解剖學的並 二組織學的検索 ヲ試 ミ

タリ。

1・ 経口感染例二於テノ・一次性(原 壁性)二 腸壁内淋巴

濾胞二特殊性病竈ノ顎生ヲ認 メ得タリ。

2・ 経口的二投與 シタ,レ結核菌ハ腸淋巴濾胞被覆部粘

膜上皮細胞間(叉ノ・上皮細胞内振取)ヲ通過 シ淋巴濾胞

内二於ケル大軍核細胞二掻取セラレ或ハ淋巴道ニヨ

リ叉ノ・血行性二肺臓二到達 シ此虞二病竈 ヲ形成スル

モノナルが腸壁淋巴濾胞内二侵入 シタル菌ノー部(稀

二全部)・・残存 シ以テ特殊性病竈 ヲ形成スルナリ
。

3・ 非経口的感染二於e・)v腸結 核症登生ハ肺臓内病竈

■
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ヨi)二i欠的二管内性二由來 ス)V菌 ノ腸懸淋巴濾胞内

侵入二基因ス(勿論縄口感染ニテモ久シキニ瓦 り肺臓

二病竈ヲ形成 シ之 ヨリ管内性二腸壁二菌ノ傳搬 セラ

レ新シキ竈 ヲ形成ス,レモノア リ).

4.腸 管各部位二於ケ,レ病竈壁生ノ頻度ハ小腸最下部

鍋様突起、 小腸下部、小腸上部、大腸起始部 ノ順ナ

リ。

5.腸 結核症鼓生二於ケ,レ血行感染及淋巴道逆行性螢

生機榑ハ共ニアリ得ルモ共 ノ頻度二於テハ管内性傳

染二比スペクモ非ザ,レベシ。

(大里内科、山崎政次抄)

結根性贔標突起炎二關ス ル 病理解剖學的並 ビニ

組織學的研究

高木直三:(十 全會雑誌.第41巻 、 第1號 、366頁)

著者ハ剖槍例並二動物實験例 ヲ以テ検索 シ、結核性姦

榛突起炎二關スル病理解剖學的並二組織學的研究 ヲ

ナス。

1・轟檬突起ノ結核症獲生機榑 二關シテハ管内性二侵

入セル結核菌(殊 二肺臓病竈 ヨリ又ハ腸管他部 ノ病竈

ヨリ由來セル)ノ 贔様突起淋巴濾胞ヲ被覆セ'レ上皮細

胞間ヲ通過 ヅ淋巴濾胞内二病竈ヲ形成 スルモノナ リ

(但シ血行性感染ハ之ヲ否定スルモノニ非ズ)。

2・ 轟襟突起二於ケル結核性病竈ハ原號性孤在性、原

登性非孤在性、績蜜性孤在性 ノモノハ紗 クシテ績號性

非孤在性ノモノ多シ。

3・ 轟様突起壁内病竈ノ組織像ハ腸壁内結核性病竈ノ

ソレニ略 ζ一致ス。(大 里内科、山崎政次抄)

實駿的家兎結核症呂於ケル白血球機能呂就テ

其1.白 血球遊走速度

泉與一:(十 全會雑誌、第41巻 、第2號 、603頁)

著者ハ成熟健康家兎ノ静脈内、或 ノ・腹腔内二牛型結核

菌 ヲ2-3同 注入 シテ家兎ヲ結核症 二罹患セシメ共際

二於ケル各種白血球ノ遊走機能ノ清長ヲ検索セリ。

1.假 性「エオジソ」嗜好性白血球ノ遊走速度ハ第1同

結核菌注射後第1-2日 目ニハ急激二下降 ジ、第2日

目ニハ多少同復上昇スルモ健康値迄二至 ラズシテ再ビ

下降セリ、斯ルモノニ第2同 結核菌注射 ヲ施スニ速度

ハ其直後ニー時著 シ〃上昇スルモ其後亦下降 シ、結核

罹患ノ堆進ニー致 シテ漸次減少 ジ、死 ノ2-3日 前 二

於テ輕キ速度ノ上昇 ヲ示セル後急二低下 シテ死二至

vリ 。而シテ第3同 結核菌注入ヲ行フ時ハ亦速度ノ

ー時的上昇ヲ示スモノ多シ。
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2・ 共他ノ嗜顧基性向血球、嗜「エオジソ」性白血球、

淋巴球、大服核球モ結核菌注入ニヨリテ速茂 ノ減退 ヲ

來シ共塑化ハ大艦二於テ假性「エオジソ」嗜好性白血

球 ノ夫二同様ナルモ観寮細胞敬ノ少鍛ナリシタメカ

其墾化ノ状態ハ假性「工才ジソ」嗜好性白血球程明瞭ナ

ラザリキ。

3.各 種白血球ノ遊走速度ノ憂化ハ血行内感染二於テ

著明ニンテ腹腔内感染二於 テハ徐 々ナ リ。

σく里内科、山崎政次抄)

實駿的象兎結核症二於ケル白血球機能二就テ

其2.白 血球墨粒貧喰能

泉與一:(十 全會雑誌、第41巻 、第2號 、614頁)

著者・・實験的家兎結核症(牛 型菌)二 於ケル假性「エオ

ジソ」嗜好性白血球蛇二大軍核球 ノ墨粒貧喰能 ヲ検査

ジ次 ノ如キ成績 ヲ得タリ。

1.假 性「エ才ジソ」嗜好 白血球ハ第1回 結核菌注射後

共貧喰能急激二下降ジ、 共後幾分回復ヲ示スコト多

シ、第2同 注射 ヲ行ヘバ多クノ・多少貧喰能 ノー時的

充進 ヲ來タスモ正常値二比 スレバ遙 カニ及バズ、其後

再ビ減少 ヲ來タシ結局 垂以下二減退 シテ弊死セリ。

長時日間生存 セルモノニ第3回 注射 ヲ行 ヒタルニ貧

喰能 ノー時的元進ヲ來タセ,レモノアリ。

2・ 大軍核球ノ・第1同 結核菌注入一ヨリテ共貧喰能 ノ

著 シキ減退 ヲ來タセリ。 第2同 注射後ハ幾分貧喰能

ノ充進 ノ傾向ヲ示セ,レモ顯著ナラズ、結局正常値ノ

垂以下 トナリテ艶死セリ。長時間生存セルモノニ第3

回注射 ヲ行 ヒ・y二此場合二於テモm浬Vテ 貧喰能 ノ充

進 ヲ來タセルモノアリタリ。

3.結 核菌腹腔注入二於テハ貧喰能 ノ減退ハ比較的輕

度ナリキ、 一般二第1回 注入後其貧喰能ノ・急激二減

退 スルモ第2同 注入後貧喰能 ノ充進ハ 比較的著明ナ

ラザリキ。

即チ上違所見ヨリ、第1同 結核菌注射二=り 急激ナ

ル貧喰能 ノ低下 ヲ來タスコb、第2同 注射ニヨリ屡=

貧 喰能 ノ充進 ヲ來タスコ ト、或ノ・少 クトモ第1同 注射

後二於ケル如 ク著明ナル貧喰能 ノ減退ヲ來 タサザル

コト.而 シテ死亡時二於テノ・最モ著明ナル減退ヲ來タ

スコトヲ詮ス。

4.貧 喰能ノ墾化ノ・遊走速度ノ憂化二大髄雫行スルモ

其減退ノ・絵 り著明ナラズ。(大 里内科、山崎政次抄)・

憂灘=於 ケル結核性内科疾患二關スル研究

第3報 死亡統計ヨリ観タル肺結核
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小 田俊 耶 、 欠黒 武 三 耶=廣 瀞 慰 墨 會 雑 諦 、 叢 籾 紘 督

府 壷 北 儲 院 内 科、 第35巻 、 第4耽 、昭 和11年4月28

日)

者 者 等 ハ 盗 ㍊ 綿、督 府 人 口動 態 統 計 及 ビ 内 閣 統 計 局ll

本 帝 國 人 口肋 態 統 蹴 ヲ寳 料 ト シ テ 肺 結 核 ノ 死 亡 統 計

ヲ戴 劣忌シ、 次 ノ女腿〃ミ～塾」べrKリo

l)壷 灘 二 於 ケ ル 肺 結 核 死 亡 肇 ハ1920年 以 降 ノ 戴 媒

二於 イ テ.本 島人 二 於 イテ 逐ll城 少 セ リ。 内地 人 死

亡 巾 ハ者 明 ナ ル塑働 ヲ示 サ ズ。

2)1928年 、 内 地 ノ人 口10000二i封 シ テ 不 均 死 亡 数

13・8二¥t・y、1929乃 至1932年 壷 測 二於 イテ、在 位 内

地 人 ・・10.5-11.6ニ テ著 明 二小 サe、 本 島 人 ニ テ ・・

14.8-13.5ニ テ稽 竃大 ナ リ。

3)毎5年 二凪 分 シ テ観 タ'レ年 齢 別 死 亡 串 ハ 日本 人 ニ

テ顯 著 ナル 差 ヲ示 シ、 内 地 二於 ケ ル 最 高 死 亡 率 ハ 男

女 ヲ通 ジテ15-一一24歳 ニ テ 甚 ダ高率 ヲ占 ム'レニ反 ・;■、

本 島人 男 子 ・・45-49歳133.2%.女 子 ノ・55-59歳

103.7%ナ リ。

窒 灘 在 住 内地 人 バ カ ク ノ如 キ著 シキ 差 ヲ示 サ ザ レ共 、

内地 二於 ケ,レ男 子20--24歳220。2%ナ ル ニes・y、 同

年 齢 ノ死 亡 率 ハ精 く低 ク155・5%』 ニ テ、死 亡 年 齢 ノ高

年 二傾 ケ ル ヲ見 ル、女 子 二於 イ テ モ共差 少 ケ レ共 大 需

同様 ノ傾 向 ヲ認 ム。

4)死 亡率 ハ 月別 ノ差 ヲ示 サ ズ。(窒 北 小 田抄)

褻 麓 二 於 ケ ル 結 核性 内科 疾 患 呂關 スル 研 究

第4報 所 謂 健 康者 膏 少年 間=蔓 延 セ ル 肺 結 核

二就 テ

・内科 小 田俊 耶 、大黒 武 三 郎;理 療 科 花 室 憲 章:垂 灘 総

督府 垂 北 聲 院

所 謂健 康 ト思惟 サ,レ ・青 少 年 間 二 蔓 延 セ ル 肺 結 核 ノ

ー頻度 及 ビ病 型 ヲ槍 索 セ'レモ ノニ シテ、中等 學 生13-23

歳、1222名 中 「ツ ベル ク リン」反磨 陽性 者529名 大 學

及 ピ 専 門 部學 生 生徒236名 合 計765名 二就 イテ、 「レ

ソ トゲ ソ」撮 影 法 ニ ヨ ル健 康診 噺 成 績 二就 イテ 次 ノ如

キ結 果 ヲ報 告 セ リ。

先 ヅ 「ツ」反 感 陽 性 男 女 中等 學 生529名 中 灰 化竈91名

(17.2%)、 肺 門 腫 脹20名(3・78%)、 肺 二病 攣 ア ルモ

ノ25名(4.72%)、 肋 膜 肥 厚2名(0.38%)ヲ 見 出 シ、

之 ヲ札 幌 市 中學 生 二就 イテ 有 馬教 授 ガ 報 告 セ ル 虞 ト

比較 ス'レ ニ、 其 號 見頻 度著 シク小 ナ リ。

中學 生及 ピ大 學 學 生、 專 門部 生徒 ヲ総 括 ス,レニ・初 感

・染 竈99名 、 肺 門 腫 脹27名 、 肋 膜 肥 厚2名 、肺 野 ノ病
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姫42名 ヲ慢見シ、是算ノ所見ハ年齢 卜共二堀加セ リの

肺病墜ノ多倣ハ肺尖 昌限局セ ル増殖性叉ノ・硬化性愛

化、緻骨 ド共ノ他ノ小郎分二限 ラレタル早期浸潤 ノ媛

痕タ,レ硬化性璽化、上葉二撒布セル血行性播稲紹節昌

シテ、場悪進行ノ傾向 ヲ・鉾 〃毛ノハ少数ノ早期潅潤

ナリ、叉11t期空洞ヲ有 セノレ晩期混合型各一例 ヲ見4リ ・

之 ヲ有馬敏授 ノ報告 ト比較スル ニ浸潤性璽化 ヲ示セ

ルモノ少 ク、泊億傾向 ヲ示セ'レモノ多販ナ リ●

ivン トゲン」所見 ヲig`・i・iV34例二ntキ.胸 部理學的

橡査.赤 血球沈降速度.碍 温 ヲ槍査 ヴタルが多歎 二於

テ異常所見著明ナラメ。

高等女學校虚弱生徒及 ピ男子水泳選手各20名 ノ「レ」

検三能成績ハ全ク同梯 ニシテ何 レモ2名.病 璽 ヲ認 メ、

肺結核 ヲ目標 トスル健康診噺ハ 外見上 ノ髄絡乃至蓮

動能力 ノミヲ標準 トスル時・・誤謬 二陥 リ易久 何 レモ

同襟二「レ」撮影法ニヨリテ 無自畳肺結核患者ヲ見出

スペキモノナ リ。(窒 北小田抄)

赤血球沈隆及埴呂及ボスニ、三ノ要約二就テ

田中望一、 伊東砧俊:(東 京屠事斯詰、 第2929號.

昭和10年5月11日 豪行)

著 者等・・Westergren氏 法 二擦 リテ實験ヲ行ヒ次 ノ

如キ成績 ヲ得タリ。

1.拘 撒酸曹達溶液濃度ハ通常使用 セラル ・3.8%内

外 二於ケル小ナル濃度差二於 テハ濃厚ナ ル程赤沈速

度ノ、促進セラル。

2.桐 徽酸曹達溶液母 トノ比(全fi2cq)ハ 通 常通用ス

'レ0.4aass1.6cα ノ内外二於テハ絢檬酸曹達溶液量

大ナ,レ程赤沈速度大ニシテ其差異ハ可成 リ著 シ。

3.外 界温度 ノ差ノ・振氏0。、18。、37。二於 テ之 ヲ検セ

ルニ温度高キ程赤沈速度大ナリ。

4.振 食ノ・赤沈速度 二・・殆 ソド影響 ヲ奥ヘズ。

5.1年 間諸時期二於 テ同一健康人二就テ検セ7レ赤洗

速度・・常二略 く一定ス。(東 京市療小林抄)

國産肉「エキス」「サーディナミン」ヲ使用セル培養

基上二於ケ ル細菌 ノ頚育状態特二結核薗 ノ謹育

二就テ

住吉彌太耶:(東 京醤事新誌第2935盤)

著者ハ本「エキス」ヲ使用セ ル 培養基 トリービッヒ肉

1エキス」ヲ使用セル培養基 ト;一白色葡萄状球菌、「パ

ラチフス」菌、「チフス」菌、「コレラ」菌、 赤痢菌及 ビ

其他多勲 ノ菌 ヲ培養 シテ其壁育状態 ヲ観察シ、特 二結

核菌二就テ其骸育状態 ヲ観察 シ次 ノ如キ結論 ヲ得タ
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り。

1.「 サーデナミyエ キ勺 バー般 ノ肉汁 ノ代川 トVテ

培養基二使用シ符。

2.「 リービッヒヱキス」ヨリ遙二勝 レタル成績 ヲ示ス。

3.「 り_ビ ッヒェキス」ヨリ便廉ニシテ生肉汁 ヲ製造

スル勢力ヨリ逼二経濟的ナルコ ト。

4.勢 カノ経濟的、仮格 ノ脛濟的ナ)vms二 加 フニ培養

基 トシテノ優秀ナル鮎ハ國産奨励 ノ下二外國品ヲ排

シ得7レ経濟的債値充分 ノ製品ナリト信ズ。

5.培 養ノ原料 ト・yテ椛威ア'レ専門家二推薦ス。

(東京市療小林抄)

「ツペルクリン」ノ研究(第1報)

結核菌聚落ノ生物學的DissoCiationノ 立場ヨリ

見タル「ツペルクリン」有鼓物質ノ多元性(臨 淋的

實駿)

糟谷伊佐久:(東 京將事新誌、第2946號 、Il召和10年

7月7日 腰行)

著者ハ北里研究所二保存 シアル強毒人型菌Frankfurt

株 ヨ リ比較的純粋二R型 及ビS型 菌 ヲ分離培養y之

vヨ リR「ツ・N"):/クリソ」及 ビS「 ツベルク1,ソ 」ヲ造

リテ本實験二使用セリ。

實験封照 トシテノ・種 々ノ病期ニア,レ結核患者及 ビ健

康者 ヲ選定セ リ。

検査術式 トシテハ皮膚反慮 ヲ観察シ次ノ結論ヲ得タ

リ。

(1)結 核 菌聚落 ノ生物學的Dissociationノ 立場ヨリ

見タJレ「ツベ,レクリン」有敷物質ノ・Pleomorphicニ シテ

病期病型及 ピ既往症ヲ異ニスル患者並二健康者二於

ケル皮内反慮試験二依 レバ少〃 トモS及 ビR型 ノ間

二於 テ反慮物質ハ瞭 力二質的二異ナル。

(2)S物 質 ハ大胆二於テ最近初期感染ヲ経過yツ ・

アリト推定 シ得ル健康者、若 シ患者ナレバ初期感染及

ビ之二績 ク急性ナル滲出性肋腹膜炎二封シテ顯著ナ

ル反慮ヲ表ス。即新鮮ニシテ急性ナル病型二特有ナ

リ。 伺初期喀血(再 感染 ～)前 後ニモ屡●く著明ナル

S反 慮ヲ認 ムvド モ此場合ニノ・同時二R反 庶モ著明

ナリ。S物 質反慮 ノ最高二達スル時期ハ速ニシテ24

時間以内二著明二表ノ・v、其反磨R型 ノ場合二比 シ腫

脹 ノ方螢赤 ヨリモ著シ。

(3)R物 質 ハS二 反シ健康者ニテハ結核患者二接ス

ル事屡 く一シテ、從ツテ不知 ノ間二結核感染 ヲ経過セ

ル者、或ハ比較的近ク相當著明ナル結核性疾患 ヨリ恢
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復 セ'レ者 二著 明 二反 慰 シ、患 者 ナ レ'《現症 ハ 比 鮫 的慢

性 増 埴 性 ノ機 傳 ヲ示 ジ假 シ 現 在 ノ 症 耽 相 當葱 性 ナ リ

トス ル モ過 去 二遡 レバ 比較 的 古 キ 結 核 ノ 病 歴 ヲ有 ス

,レ否 二特 有 ナ リ。 反 慮 ハ約48時 間 ニ テ 最 商 二蓮 シS

二比 シ浸 潤 ヨ リモ 搬 赤 ノ 方 優 越 セ リ。 爾 此 底 二報 皆

セ'レ實 験 例 ノ疸 加 ハ 勿 論 更 二 進 ンデS及 ビRノ 中間

型 ノ1ツ ベ ル ク リ ン」研 究 、動 物 實 験 結 核 二於 ケ'レS蛇

二RIツ ベlv〃 リ ン」反 臨 ノ差 異 、結 核 動 物 二射 ス'レ毒

性 並 ビニS及 ピR物 質 ・ 物 理 化雄 的特 性 二 間 シテ ハ

目下 研 究 績 行 中 ナ レバ 他H稿 ヲ 改 メ テ 細 菌 學 雑 誌 二

獲表 ス可 シ ト。(東 京 市療 小 林 抄)

結 核 冤疫 元 タル 余 ノ結 核 「ワ クチ ン」二就 テ

渡 邊 義 政:(東 京屠 事 新誌 、 第2952號 、II召和10年10

月19日 骸 行)

既 二度 々報告 セ ラ レタ ル 著 看 ノ 結 核 「ワ クチ ン」二 就

キテ ノ其 後 ノ實験 成 績 ナ ル が 著 者 ハ 結 核 免疫 元 ノ選

揮 二當 リテ免 疫 元 ヲ製 ス ル都 度 左 ノ 條 件 ヲ槍 査 セ リ。

第1.免 疫 元 接種 二依 テ 硬結 ヲ作 ルヤ 否 ヤ、且 ツ全 身

結 核 二墜 ル事 ナ キヤ 否 ヤ。

第2.免 疫 元 接 種 二依 テ 「ツベ ル ク リン・ア レ]vギ ー」

ヲ獲 得 シ得 ルヤ否 ヤ。

第3.免 疫 元 接 種 二因 テ ー 程度 ノ 感 染 防禦 力 ヲ 獲 得

シ得 ルヤ 否 ヤ。

第1ノ 問題 二就 キ テ ・・著 者 ノ・結 核 「ワク チ ン」原 液0・5

αqヲ 「モ ルモリト」ノ皮 下或 ノ・静 脈 内 二 注 射 セ シ が硬結

ヲ作 ラ ザ ル モ ノ 或 ・・硬 結 甚 ダ 輕 度 ナ ル モ ノハ 免疫 元

トシ テ使 用 二適 セ ズ。全 身結 核 ヲ起 ス モ ノ モ免 疫 元 ト

シ テ 使 用 二 堪 ヘ ザ ル モ ノ ナ ル が 未 ダ曾 テ全 身 結 核 ヲ

起 シ タ ル モ ノ ナ キ モ 硬 結 ヲ 作 ラ ザ ル カ或 ハ硬 結 甚 ダ

輕度 ニ シテ使 用 二適 セ ザ ル モ ノノ・甚 ダ多 シ ト云 フ。

第2ノ 問題 二就 テ ハ家 兎 「モ ル モッb」叉 ハ積 ヲ使 用 シ

タ ル が家 兎 及 ピ「モ ル モット」ハ過 敏 性 ヲ得 テ モ 不 確 實

ナ レ ドモ積 二於 テ ・・過 敏 性 ヲ 得 ル コ ト確 實 ニ シテ 且

其 反慮 甚 ダ顯 著 ナ リ。

第3ノ 問 題 二就 キ テ ・・笹 「モ ル モット」家 兎 「ラッテ」ヲ用

ヒ タ ル が 其 成 績 ・・既 二細 菌學 雑 誌 二 登 表 セ ル故 其 後

ノー 部 分 ヲ 略 記 セ ル が 特 二此 實 験 二於 テ 顯 著 ナ ル鮎

・・感 染 防 禦 力 ノ・絶 封 的 二非 ラ ザ ル モ 立謹 ・・確 實 ニ シ

テ而 シテ檀 ノ 「ア レル ギー 」ト「モ ル モット」ノ硬 結 生 成

・・大 龍 二於 テ感 染 防 禦 力 ト卒 行 ス。

次 デ新 薔 結 核「ワク チ ソ」ノ免 疫 元 力 比 較 試 験 二就 テ ノ

實 験 二依 レバ 製 造 後6年3ケ 月 ヲ 経 過 セ ル 陳 藷 品 モ
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1ケ 月 ヲ縄過 シタ)v新 製品モ共数力二就テ差ナキコ

トヲ確 メタ リ。

結核「ワクチン」ノ人髄慮川 二就 テノ・比較的微量1萬

倍液0・5caヨ リ千倍液0.5aa2間 二 於テ適宜按配使

用シテ著シキ数果ヲ牧メタ'レモノアレドモ此問題二

就 キテハ多数臨脈家ノ實験蛇二縄験 ノ結果二期待ス

可キモノナリトセリ。(東 京市療小林抄)

肺結穫 ノニ三血液笈廠呂就テ

田中豊一、野間潔、伊藤砧俊:(東 京轡事新誌、No.

2930、1昭…和10年5月)

余 等ハ思ヲ此盧二致シ 日漫カラザルモ斯ク多鼓ノ諸

血液反慮ヲ同時二同一患者二就キ追試センニハ至難

ノ業ナルニヨリ先ヅ紫状反慮而モ共中試薬低廉且特

二操作簡輩ニシテ實地上ノ応用二容易ナルモノニ種

ヲ選ビ、夫等 ト同時二赤血球沈降反癒及ビ血清高田氏

反慮 トヲ併 セ施行シ、夫等ノ方法ノ診噺學的債値 ニツ

キ批判セントス ト述べ、線括 トシテ成績ヲ通覧スル

ニ「Vゾ ルチy」反磨、 ミユ ソデル氏反慮、血清高田氏

反感及ピ赤血球沈降反慮ノ・健康者二於テハ殆 ソド全

部陰性ナ,レが肺結核二於テハ病症 ノ重篤病勢 ノ元進、

豫後ノ不良二蛇行シテソノ陽性度モ亦漸次高率 ヲ示

セリ。 而シテ此中赤血球沈降反慮ハ 其陽性度最モ高

ク次ノ・「レゾルチン」反慮、ミユンデル氏反応、高田氏

反慮ノ順 トナレリ。 重症例ニテハ「レゾルチン」反磨

ト赤血球沈降反磨 トハ同率ニシテ86.2%、 高田氏反

(磨但陽性傾向ニアルモノヲ含 ム)トミユンデル氏反磨

bが 叉同率ニテ共二62.0%ヲ 示 セリ。

要之、是等 ノ諸反磨・・何 レモ臨肱上二応用シテ本症

ノ輕重、病勢、或・・豫後ノ如何 ヲ知,レ上二多少ノ償

値 アルモノニシテ特二是等 ヲ同時二併セ行ノ・バ互ノ

短 ヲ補 ヒ得テ其債値ヤ盆iζ大ナルペシト述ベテヰル。

(東京市療川上抄)

肺結核患者血清ノ「レゾルチン」笈感呂就テ

今川六郎、山本線:(東 京屠事i新誌tSNo・2930、 昭和

10年5月)

著者ハ先二Vemesガ 創案シタ「1!ゾ'レチソ」反磨 ノ操

作ヲ便ニー層簡軍 ニシテー般臨肱家 ニモ容易二實施サ

レ得]レヤウ改良シタBaylisノ 方法二擦ヅテ肺結核ノ

患者其他ノ患者ノ血清二慮用 シタルニ健康者デノ・陽性
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串12、陰性88、 焔腫 ヲ除イタ肺結核以外ノ患者デノ・陽

性潮14,6、 陰性85。4,癌 腫 患者デハ陽性76.9陰 性23・1

肋膜炎患者デノ・陽性92.8,陰 性7.2、 輕症肺結核結核

maK・デ・・陽性88陰 性12重 症肺縞核患者デノ・陽性100卜

云 フノ血清診噺 トヴテ優秀ナ成績ヲ得ラレタ.爾 本反

患 ノ強弱ノ程燦ハ肺紹核 ノ活働性 卜豫後ノ良否 トニ

ー致 シテ現ハレ、余 ノ行ツタ霊症肺結核患者ノ血清デ

ハ100%ガ 強陽性デアツタ亦マテフ丈氏反脇 ト比較

セ,レニ大盟一致スルがr・テフイ反慮ハ結核以外ニチ

モ可成高奉二陽性成績 が現ノ・レ重症結核患者 ニ モ

陰性 ノ事ガアリ殆 ソド本反磨 ト比較 ニナラナイ。 「レ

ゾルチソ」反患ハユ民反慮、髄温ナ ドニハ無關係デア

ツタ。「トリクしノもノー■1レ」ラ以テ本反慮 ヲ行 ツタガ「レゾ

7レチソ」反晦二見,レ檬ナ成績ハ得 ラレナカツタ.要 ス

ルニ本反鷹ノ・肺結核ノ活働性 ノ診噺並ピニ豫後列定

ノ上二充分確實ナ成績 ヲ奥^ル 更二從來行ノ・レテヰ

ル血清反慮二比 シソノ實施法 ガ簡軍ナ黙特二臨肱屠

家力・日常容易二行 ヒ得ル鮎二於テ充分推奨スベキ債

値ガァ,レト.(東 京市療川上抄)

肺結楼ノ治療 卜肝膿ノ機能

署學博士大谷彬亮:(東 京署事新誌、第2963號 、昭和

11年1月1日)

著者ノ・肺結核ノ治療 二際シテ肝臓 ノ機能二關シ注意

シ、ソノ機能 ヲ保護鞭捷 シ、解毒作用 ヲ旺盛ナラシメ・

肺結核ノ諸種中毒症状 ヲ除去 シ、全均各器官ノ機能ヲ

整調シテ患饅/治 癒能力 ヲ堆大スベシトセ リ。 而 シ

テソノ方法 トシテノ・先ヅ肝臓ノ保護法 トシテ 食餌中

蛋白質力●同化作用最モ困難ナル爲メ肝臓 ノ員権 ヲ塔

大ス'レが故二魚、獣、鳥肉ノ・必要最少限度二止メ、便

通ヲ整へ、腸内容 ノ異常分解産物 ノ吸牧ニヨル肝臓 ノ

員据 ヲ輕減シテ肝臓ノ解毒作用 ヲ旺盛ナラシムペシ

トシ、他方二於テハ赤外線 ヲ以テ肝臓部ヲ照射 シ、ソ

ノ機能 ヲ鞭撞 シテ解毒作用ヲ壇強セシム,レノ結果食

慾堆進、盗汗 ノ清失、貧血ノ輕快等 ヲ見タリトセ リ。

斯クジテ患者ノー般状態改善セラル・時ハソノ治癒

能力ノ培大 ヲ來 シ、此 ノ治癒能力 ヲ治療 ノ基本 トスル

他 ノ刺戟療法例ヘバ「ツペ;レク リソ」療法、沃度療法等

ノ治療成績モー般 ノ進境 ヲ見タ リトセ リ。

(養生園大谷抄)




